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2008年10月1日、株式会社としてのスタートを切った株式会社日本政策投資銀行（DBJ）。

それに伴い、発足初日の10月1日には発足式を、10月30日にレセプションが催されました。

発足式は、中川財務大臣をはじめ代表取締役社長に就任した室伏以下、総勢7名によるテープカットで幕を開け、DBJに対して激励

のお言葉を多数いただきました。また、レセプションには、政財界から多数の方々にご参加いただき、これからのDBJへの大きな期待

を暖かい応援のお言葉とともに頂戴し、お客様のニーズに応える銀行として「豊かな未来」を実現すべく決意を新たにいたしました。

「金融力で未来をデザインします」という企業理念のもと、これまで永年にわたって築き上げてきたお客様との相互信頼関係に

基づくネットワークや、金融技術力・情報力、加えてこれまでに蓄積して参りました財務基盤を最大限に活用することにより、今後とも皆

さまからのご信頼にお応えしてまいりたいと思います。
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リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

地域のプレーヤーとの連携で 

新しい金融サービスの提供へ 

　昨年10月1日に民営化した日本政策投資銀行（ＤＢＪ）が

めざすビジネスモデルは、投融資一体型の金融サービスだ。

その具現化に向けて、今、全国各地域で進められている取

り組みの様子をリポートする「リレーションシップ最前線」──。

２回目となる今回の舞台は九州支店だ。同支店では、地域

の投資会社と連携した投融資ビジネスによって、お客さまと

のリレーションシップ作りを進めている。そして、こうした連携

ビジネスを“九州モデル”として確立し、地域支援を加速

させることをめざしている。 

CONTENTS

P03 リレーションシップ最前線　九州支店

 地域のプレーヤーとの連携で 
 新しい金融サービスの提供へ 

P10 Scenes of Solution

 「病院経営の様々な悩みについて相談できる銀行」をめざして 
 金融＆コンサルティングで病院経営を支援する

P16 未来人図鑑
 株式会社環境経営総合研究所 

 代表取締役社長　松下 敬通 氏 
 持ち前のフロンティア精神で廃棄物リサイクルビジネスの新たな流れを創る。

P19 DBJ's EYE
 欧州の環境政策をどうみるか 
 日本政策投資銀行　公共ソリューション部CSR支援室　竹ヶ原 啓介
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リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

ＤＢＪの本当の力が

これから必要になる

株式会社玄海キャピタルマネジメント 
代表取締役社長 

松尾　正俊氏 

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

オールＤＢＪとして地域の期待に応える

日本政策投資銀行　九州支店長　小笠原　朗 

　地方勤務の経験は多いのですが、九州は初めての土地です。

昨年６月の着任後、いろいろ見聞きする中で感じるのは、九州は各

地域が元気で、今後もっと元気になる潜在力があるということです。

その一方で、取り組まなければならない課題も多く、ＤＢＪとしてさま

ざまなソリューションを提供することで地域に貢献すると同時に、

新しいビジネスで成果を出す余地が残されていると感じています。 

　具体的な課題は事業と地域の再生です。事業再生では、地場

企業の経営者の方々が持て余している課題、あるいはまだ気づか

れていない課題に取り組んでいきたい。また、地域再生では、都市

経営の巧拙が地域の潜在力を具現化するうえでの鍵となるので、

政策金融機関として培ったノウハウや最新の金融手法・技術を

使って支援していきたいと思っています。幸い、九州には地域に密

着してこうした再生に取り組もうというプレーヤーが多く存在する

ので、そういう方々と連携することで、今まで以上の地域支援が出

来ると思っています。 

　地域の潜在力、多くの事業パートナーというメリットを活かさない

手はありません。九州支店では、既に数年前から地銀、投資会社、

デベロッパーなどとの連携づくりを進めています。この流れを軌道

に乗せて、結果を出していきたいというのが九州支店の一番の

コンセンサスです。 

　都市経営や地域経営、あるいは地域資源の活用のためには、

情報機能やアレンジメント機能が欠かせません。この点でもＤＢＪ

の役割は重要です。以前、福岡県の麻生知事から、ＤＢＪには地

域シンクタンクとしての機能を期待している旨の言葉を頂いたこと

があります。また、地域の企業や地域リーダーの方々からのＤＢＪ

に対する期待の高さも強いと感じています。そうした地域の期待

に応えるべく、本店の企画、調査、研究、コンサルティングなどの機

能も活用しながら、オールＤＢＪとして地域支援に取り組んでいき

たいと思っています。 

 

 

 

 

　私が故郷である福岡の地で不動産ファンド事業を始めた理

由はこうです。 

　かつて1999年から2004年のバブル崩壊後の日本で不動

産不況が深刻だったときに、外資系投資銀行で働いていた私は、

巨額の資金を日本の不動産に投資して大きな利益を出しました。

そのとき思ったのは、なぜ日本では自国の資金で不動産に投

資しないのか、これでは余りにもったいないということです。それ

が強烈な記憶として残り、いつか日本の資本で不動産に投資

するビジネスをやりたいと考えていました。 

　やがて、福岡リートの立ち上げに地元へ呼ばれ、不動産証

券化商品を上場するという仕事を２年半やる中で、多くの日本

の金融機関、機関投資家の方々と接し、その投資ニーズの大

きさを知りました。そのとき、適切なリスクに見合ったリターンが

得られる商品に資金を入れるような事業をやろう。そう思って投

資会社を始めたのです。 

　ＤＢＪとのお付き合いは、04年の福岡リート上場の際、公的

なパートナーとしてローンを提供して頂いたのが最初です。経

済ベースではなく、地方のことをきちんと考えてくれるＤＢＪなら

とお願いした所、トントン拍子で話が進みました。その後、06年

に当社を設立して最初のファンドを立ち上げた際に、出資に参

加して頂きました。ＤＢＪの出資をきっかけとして他の投資家を

招請していきました。 

　07年夏に２号ファンドを募り、ＤＢＪを中心に５つの機関投資

家にコミットして頂きました。ファンド設立後は、マーケットが過

熱していて出資機会が少なかったのですが、それが幸いして不

動産市況が悪化した今は、投資余力を持つファンドが非常に

少なく、私たちのチャンスとなっています。マクロでは下降局面

でもミクロでは必ず面白いものが拾えるものです。上昇局面で

利益を出すのは、いわば当たり前。下降局面で投資してこそ真

のプロと言えるわけで、私たちがめざすのも、そんなプロフェッシ

ョナルファンドです。 

　今、将来の事業展開をにらんで上海に人を置いています。

過去10年、アジアの経済発展は目覚ましいものがあるにも関

わらず、不動産に関して見ると日本の資本はアジアにほとんど

入っていません。水先案内が出来ていないわけで、この点でも

民営化で業務の制約がとれるＤＢＪには期待しています。私た

ちのビジネスもここからが勝負。ＤＢＪの力が本当に必要になる

のもここからです。 

 

九州発の挑戦で

地域に貢献したい

株式会社ドーガン・アドバイザーズ 
代表取締役社長 

森　大介氏 

　熊本出身の私は、東京で仕事をする中で郷土愛も募って、

機会があれば九州のために仕事がしたいと思うようになりました。

シティバンクで九州勤務となったとき、地元財界の方々から地

場企業の再生支援とかＭ＆Ａのサポートなど、いろいろな相談

を受けることが多くあって、こうしたニーズに応えるファンドの設

立を会社に提案したのですが実現しなかったので、ならば九州

には投資銀行もないし、独立して自分でやってみようと起業し

たのです。それが04年です。 

　会社を作って最初の仕事は、いきなり難しい案件でしたが、

必死で頑張ってやり遂げました。それが評価されて、弁護士、

会計士、地銀などから声をかけられるようになり、次第に会社ら

しくなっていきました。 

　最初のファンドを作ったのは06年です。これまでに４つのファ

ンドを立ち上げましたが、ＤＢＪと組んだのは２つめの事業承継

ファンドからです。また、個別の投資案件でファイナンスを組ま

なくてはならないときに、ＤＢＪにローンの提供をお願いしています。

その結果、地銀各行のまとまりもよくなり、我々としても相談し

やすいということで、それ以来、実質メインバンク的な相談をさ

せてもらっています。３番目の事業再生ファンドには出資もして

もらいました。 

　案件について気楽に相談出来る。ギスギスした所がなく、形

式ばらずに一緒になって考えてくれる。ダメなものはダメと言っ

てくれるし、時には担当の方が夜中の１時、２時にやってこられて、

喧々諤々の話をすることもある。そうして１つ１つディールをこな

すうちに、より深い付き合いになっている。この関係をこれから

も大事にしていきたいし、民営化しても従来の姿勢が変わらな

いことを願っています。 

　九州は日本の地域経済の新しい在り方を示し得るポテンシ

ャルを持っていると思うので、今後、東京の再生モデルとは異

なる形でいろいろトライしていきたいと思っています。今、考えて

いるのは、各県の地銀との関係を活かして、厳しい経営環境下

にある中小企業を元気にする仕組みです。たとえば、１社では

競争に勝てない各県の企業同士を１つにまとめて、いい意味で

業界再編を促す。東京やアジアに対抗出来るように、象徴的

な案件をいくつか実現したらいい先例になると思っています。 
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玄海キャピタルファンド２の投資事例＝ 
ＪＲ小倉駅北口の大型オフィスビル「ＫＭＭ６号館」 
 
地上10階・地下１階。延床面積２５，４１２㎡。周辺のオフ
ィスビル群の中でも有数の規模を持ち、天井高や耐震性
能等も良好な水準にあること、また、立地面でも小倉駅
に直結している点など、相応の競争力を有している。共
用部の改修や駐車場の整備で不動産価値の向上を図る。 
 

（注１）九州ブリッジファンド：九州地区の中小企業の事業継続を支援し、九州経済を活性化させることを目的として、中小企業基盤整備機構と九州を
代表する地銀5行（西日本シティ、鹿児島、十八、筑邦、肥後）の出資により設立。資産総額は約48億円。 

（注２）九州ＢＯＬＥＲＯファンド：主な投資対象は、一定の競争力がありながら過剰債務や業績不振に陥っている地場企業、また、さらなる経営改善のた
めに事業再編を必要とする地場企業。資産総額は約30億円。出資者はＤＢＪのほか、あおぞら銀行および九州の有力地銀４行（鹿児島、十八、
西日本シティ、肥後）。　 

（注３）玄海キャピタルファンド１：ファンド資産規模は約２００億円。主に九州地域の不動産に投資及びメザニン融資する。 

（注４）玄海キャピタルファンド２：ファンド資産規模は約５００億円。１号ファンドの進捗を受けて、２号の資産規模は１号の2.5倍に拡大した。主に九州地
域の不動産を対象とするが、投資スタンスとしては、１号が既存物件中心だったのに対して、２号では企画・開発段階から関わって物件のバリュー
アップを図ることを目指している。 

一 

こ 

■企業別投融資実績 

（株）ドーガン・アドバイザーズ 

2007.10 

2008.6

九州ブリッジファンド（注１） 

九州ＢＯＬＥＲＯファンド（注２） 

地場企業の事業承継を目的に設立。個別の投融資案件に必要な資金調達をＤＢＪが支援。 

事業再生・産業再編を目的に設立。DBJを中心に他LP投資家の取りまとめ。 

ファンド名 概要 

（株）玄海キャピタルマネジメント 

2006.7 

2007.8

玄海キャピタルファンド１（注３） 

玄海キャピタルファンド２（注４） 

ファンド名 概要 

不動産流動化市場の拡大を目的に設立。1号ファンドの投資進捗を受け、新たな
外部機関投資家の資金を招聘して２号ファンドを組成。 
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運
命
を
共
に
す
る 

 

社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
始
ま
っ
た
の
は
06
年
。

企
業
別
に
見
た
こ
れ
ま
で
の
主
な

投
融
資
実
績
は
、次
の
通
り
だ
。 

　
ド
ー
ガ
ン
社
を
担
当
す
る
笠
原

は
言
う
。 

　
「
ド
ー
ガ
ン
社
へ
の
高
い
評
価
は
、

同
社
社
長
で
あ
る
森
大
介
氏
へ
の

信
頼
感
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
」 

　
九
州
で
は
、フ
ァ
ン
ド
と
聞
け
ば

„
ハ
ゲ
タ
カ
“を
連
想
し
た
り
、
相

談
し
た
く
て
も
九
州
の
事
情
に
精

通
し
た
フ
ァ
ン
ド
が
少
な
い
な
ど
、

フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
評
価
は
必
ず

し
も
肯
定
的
な
も
の
ば
か
り
で
は

な
い
の
が
実
情
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、

森
氏
へ
の
信
頼
感
が
高
い
の
は
な

ぜ
な
の
か
。 

　
「
地
域
に
は
、そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
企
業
同
士
の
関
係
と
か
機
微

と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
、こ
の
辺
り

の
こ
と
は
在
京
の
フ
ァ
ン
ド
に
は
な

か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

そ
の
点
、森
氏
は
地
域
に
拠
点
を
置

い
て
活
動
し
、地
元
の
事
情
に
精
通

し
て
い
る
の
で
、困
っ
た
人
が
い
れ
ば

す
ぐ
に
相
談
に
応
じ
る
。
九
州
と

運
命
共
同
体
と
い
う
立
場
が
高
い

信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」 

　
熊
本
出
身
の
森
氏
は
、長
銀
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
株
式
公

開
支
援
等
を
経
験
し
た
の
ち
シ
テ

ィ
バ
ン
ク
に
移
り
、同
福
岡
出
張
所

で
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
業
務
を

通
じ
て
九
州
地
域
に
お
け
る
情
報

網
を
拡
げ
た
。
幅
広
い
金
融
知
識

に
加
え
て
、
そ
の
人
脈
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
九
州
屈
指
の

存
在
な
の
だ
。 

　
ド
ー
ガ
ン
社
に
と
っ
て
３
つ
め
の
フ

ァ
ン
ド
と
な
る
「
九
州
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

フ
ァ
ン
ド
」
も
、
森
氏
に
対
す
る
地

域
の
信
頼
感
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。 

　
「
域
内
の
各
地
銀
の
不
良
債
権

比
率
は
年
々
低
下
し
て
お
り
、不
良

債
権
処
理
は
進
捗
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
が
、
地
域
を
支
え
る

金
融
機
関
と
し
て
拙
速
な
処
理
は

で
き
な
い
案
件
な
ど
も
あ
る
で
し
ょ

う
し
、
最
近
の
不
動
産
不
況
の
余

波
で
新
た
な
不
良
債
権
も
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
参
加
各

行
に
は
、唯
一
の
地
域
バ
イ
ア
ウ
ト
フ

ァ
ン
ド
と
し
て
信
頼
感
の
高
い
ド
ー

ガ
ン
社
に
、地
場
企
業
の
再
生
や
産

業
再
編
の
一
翼
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
の
で
す
」（
笠
原
） 

 

プ
ロ
同
士
の 

連
携
プ
レ
ー
で 

 

方
、玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
に

対
す
る
高
い

評
価
を
支
え

る
の
も
、
同
社

社
長
で
あ
る

松
尾
正
俊
氏

へ
の
信
頼
感
だ
。

松
尾
氏
も
出

身
は
地
元
の

福
岡
県
。
三
井
不
動
産
在
籍
中
の

米
国
留
学
で
不
動
産
金
融
を
学

ん
だ
後
、
外
資
系
金
融
機
関
に
移

り
、不
動
産
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
運
用

や
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ア

レ
ン
ジ
な
ど
を
行
っ
た
。
04
年
、
福

岡
に
戻
り
、日
本
初
と
な
る
地
域

特
化
型
の
不
動
産
投
資
信
託
「
福

岡
リ
ー
ト
」
の
組
成
・
上
場
を
手
が

け
た
の
ち
、
06
年
に
玄
海
キ
ャ
ピ
タ

ル
社
を
設
立
し
た
。 

　
業
務
第
２
課
で
同
社
Ｒ
Ｍ
を

担
当
す
る
田
辺
理
（
さ
と
る
）
は

言
う
。 

　
「
福
岡
リ
ー
ト
の
立
ち
上
げ
に

見
ら
れ
る
金
融
市
場
と
の
対
話
力
、

九
州
地
域
に
お
け
る
不
動
産
事

業
者
と
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、
松
尾
氏
は
不
動
産
投
資
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
九
州
屈

指
の
存
在
で
す
」 

　
こ
れ
ま
で
D
B
J
は
、
玄
海
キ

ャ
ピ
タ
ル
社
の
２
つ
の
フ
ァ
ン
ド
立
ち

上
げ
に
関
わ
っ
て
お
り
、
投
資
案

件
の
採
択
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
当
た

っ
て
は
、
玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
と
密

に
連
携
し
て
き
た
。 

　
も
と
も
と
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
都
市
開

発
業
務
と
い
う
形
で
不
動
産
開

発
を
手
が
け
て
き
て
お
り
、
不
動

産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
務
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
が
豊
富
だ
。
そ
う
し
た

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
強
み
を
活
か
す
べ
く
、

九
州
支
店
で
も
07
年
度
か
ら
不

動
産
チ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

地
元
不
動
産
事
業
者
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
軸
に
案
件
組

成
力
を
強
化
し
て
き
た
。
同
チ
ー

ム
の
一
員
で
も
あ
る
田
辺
は
、こ
れ

ま
で
の
組
織
全
体
の
蓄
積
と
地

域
で
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て
、

最
近
の
実
績
が
生
ま
れ
て
い
る
と

い
う
。 

　
「
２
号
フ
ァ
ン
ド
の
実
績
の
１
つ
、

小
倉
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル（
写
真
説
明
参

照
）の
場
合
は
、
話
が
来
て
か
ら
売

却
ま
で
の
時
間
が
限
ら
れ
、ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
非
常
に
タ
イ
ト
な
案
件

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
め
て
短

期
間
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
行
内
に
蓄
積
さ
れ
た
案
件

組
成
に
必
要
と
さ
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

に
加
え
、
九
州
各
地
の
不
動
産
の

取
引
事
例
に
つ
い
て
も
幅
広
く
情

報
を
集
め
て
き
て
相
場
観
が
あ
っ

た
の
で
、
案
件
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
素
早
く
出
す
こ
と
が
出
来
た
の

で
す
。
ま
た
、
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
投

資
に
は
流
動
化
ス
キ
ー
ム
を
使
う

の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
行
為
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
点
で

も
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
」 

　
こ
う
し
た
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

同
士
の
連
携
プ
レ
ー
を
通
じ
て
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
は
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
地
域
経
済
の
競
争
力
強

化
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。 

                       

Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の 

関
係
構
築
へ 

 

連
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
期
待
さ
れ

る
の
が
、
案
件
固
有
の
課
題
を
解

決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
。 

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
参
加
す
る
こ
と
で
、

フ
ァ
ン
ド
が
出
資
す
る
先
の
資
金

調
達
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
投
資
案
件
に
よ
っ

て
は
、
多
額
の
資
金
調
達
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、そ
の
際
、投
資
先

企
業
の
戦
略
に
合
わ
せ
た
資
金
供

給
方
法
や
リ
ス
ク
の
分
散
手
法
、

適
切
な
債
権
保
全
策
等
、
多
様
な

性
質
を
持
っ
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
設

計
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
事
業
の
将

来
性
を
見
極
め
る
産
業
調
査
力
、

個
別
企
業
の
審
査
力
を
活
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
」（
笠

原
） 

　
２
社
と
の
連
携
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。 

　
「
と
り
わ
け
大
き
い
の
は
、
地
域

に
密
着
し
て
地
場
企
業
と
深
く

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
ド
ー

ガ
ン
社
を
通
し
て
、新
た
な
顧
客
ニ

ー
ズ
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。

ま
た
、
投
資
後
は
投
資
先
企
業
の

再
生
・
成
長
を
直
に
支
援
す
る
た

め
に
多
く
の
手
間

と
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
点
で

も
地
元
で
活
動

す
る
２
社
が
最
適

な
存
在
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
」（
笠

原
） 

　
「
２
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
る
中
で
、
地

銀
や
不
動
産
事

業
者
と
の
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
強

化
さ
れ
、
非
常
に
い
い
関
係
が
出

来
て
い
ま
す
。
特
に
情
報
交
換
が

密
に
な
っ
た
こ
と
で
、
新
し
い
共
同

事
業
体
制
が
出
来
た
こ
と
は
お
互

い
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

（
田
辺
） 

　
地
域
で
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
事
業
は
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
も
あ
る
。
当
然
、Ｒ
Ｍ
担

当
に
は
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
意

識
と
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
「
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
い
ま
す
。
そ
の

中
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
よ

う
な
形
で
入
り
込
ん
で
い
く
の
が

投
融
資
一
体
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

レ
ン
ダ
ー
の
立
場
だ
け
で
あ
れ
ば
、

与
信
判
断
が
中
心
に
な
り
ま
す

が
、
投
融
資
一
体
型
を
追
求
す
る

場
合
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
投
資
家
、
地

銀
、
経
営
者
、
社
員
、
取
引
先
、

数
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
い

か
に
作
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

の
で
す
。
だ
か
ら
、
我
々
Ｒ
Ｍ
担

当
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
広
い
し
、
深
い
。
同
時
に
、や

り
が
い
も
大
き
い
の
で
す
」（
笠
原
） 

　
「
投
融
資
一
体
型
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

の
あ
り
方
を
確
立
し
よ
う
と
い

う
挑
戦
的
な
試
み
で
あ
り
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
日
々
挑
戦
す
る

九
州
支
店
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
」（
田

辺
） 

さ
ら
に
強
い 

営
業
基
盤
づ
く
り
へ 

 

う
し
た
連
携
強
化
の
一
方

で
、
九
州
支
店
で
は
、
既

存
の
お
客
さ
ま
に
対
す
る
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
維
持
・
強
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。
業
務
第
１

課
で
Ｒ
Ｍ
を
担
当
す
る
松
尾
康

史
は
言
う
。 

　
「
特
に
、
地
域
経
済
を
支
え
る

産
業
で
あ
る
電
力
・
ガ
ス
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
・
運
輸
、
通
信
・

放
送
、
小
売
等
の
各
企
業
は
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
の
古
く
か
ら
の
お
客
さ
ま
で

あ
り
、
民
営
化
後
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対

す
る
期
待
も
高
い
の
で
、
こ
れ
に

応
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、
他
の

金
融
機
関
と
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、そ
こ
は
協
同
し
つ
つ
も
明
確

に
役
割
分
担
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

　
民
営
化
後
も
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対
す

る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
は
、一
般
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
絡
み

の
も
の
が
多
い
。
だ
か
ら
松
尾
は
、

折
に
触
れ
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
課
題
解
決

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
お
客
さ
ま
の

課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
。 

　
「
た
と
え
ば
資
金
ニ
ー
ズ
が
あ

る
場
合
に
、資
本
政
策
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
ご
提

供
し
て
い
た
長

期
の
資
金
に
代

わ
っ
て
劣
後
債

を
引
き
受
け
る

こ
と
も
出
来
ま

す
。
劣
後
債
は
、

お
客
さ
ま
の
財

務
基
盤
強
化
に

繋
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
い
は
、
お
客
さ
ま
が
海
外
で
子

会
社
を
設
立
す
る
と
き
に
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
自
ら
支
援
出
来
な
く
て
も
、

フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
何
か
出
来
な
い

か
を
考
え
る
。
そ
う
い
う
話
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
新
し
い
Ｄ
Ｂ
Ｊ

を
活
用
し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」 

　
投
融
資
一
体
型
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
客
さ
ま
に
享
受

し
て
頂
く
こ
と
は
、Ｒ
Ｍ
担
当
者
の

重
要
な
役
割
。
だ
か
ら
、従
来
の
レ

ン
ダ
ー
と
し
て
の
立
場
に
加
え
、イ

ン
ベ
ス
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
の
立
場
も
含
め
て
、
お
客
さ
ま

と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
再
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

信
頼
関
係
を
原
動
力
か
つ
獲
得
目

標
に
し
な
が
ら
、
行
員
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
企
画
し
、
提
案

す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
九
州
支
店
。
九
州
モ

デ
ル
の
確
立
が
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
、一
歩
ず
つ

の
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。 

 



地

域

か

ら

未

来

を

創

る

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

ＤＢＪの本当の力が

これから必要になる

株式会社玄海キャピタルマネジメント 
代表取締役社長 

松尾　正俊氏 

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

オールＤＢＪとして地域の期待に応える

日本政策投資銀行　九州支店長　小笠原　朗 

　地方勤務の経験は多いのですが、九州は初めての土地です。

昨年６月の着任後、いろいろ見聞きする中で感じるのは、九州は各

地域が元気で、今後もっと元気になる潜在力があるということです。

その一方で、取り組まなければならない課題も多く、ＤＢＪとしてさま

ざまなソリューションを提供することで地域に貢献すると同時に、

新しいビジネスで成果を出す余地が残されていると感じています。 

　具体的な課題は事業と地域の再生です。事業再生では、地場

企業の経営者の方々が持て余している課題、あるいはまだ気づか

れていない課題に取り組んでいきたい。また、地域再生では、都市

経営の巧拙が地域の潜在力を具現化するうえでの鍵となるので、

政策金融機関として培ったノウハウや最新の金融手法・技術を

使って支援していきたいと思っています。幸い、九州には地域に密

着してこうした再生に取り組もうというプレーヤーが多く存在する

ので、そういう方々と連携することで、今まで以上の地域支援が出

来ると思っています。 

　地域の潜在力、多くの事業パートナーというメリットを活かさない

手はありません。九州支店では、既に数年前から地銀、投資会社、

デベロッパーなどとの連携づくりを進めています。この流れを軌道

に乗せて、結果を出していきたいというのが九州支店の一番の

コンセンサスです。 

　都市経営や地域経営、あるいは地域資源の活用のためには、

情報機能やアレンジメント機能が欠かせません。この点でもＤＢＪ

の役割は重要です。以前、福岡県の麻生知事から、ＤＢＪには地

域シンクタンクとしての機能を期待している旨の言葉を頂いたこと

があります。また、地域の企業や地域リーダーの方々からのＤＢＪ

に対する期待の高さも強いと感じています。そうした地域の期待

に応えるべく、本店の企画、調査、研究、コンサルティングなどの機

能も活用しながら、オールＤＢＪとして地域支援に取り組んでいき

たいと思っています。 

 

 

 

 

　私が故郷である福岡の地で不動産ファンド事業を始めた理

由はこうです。 

　かつて1999年から2004年のバブル崩壊後の日本で不動

産不況が深刻だったときに、外資系投資銀行で働いていた私は、

巨額の資金を日本の不動産に投資して大きな利益を出しました。

そのとき思ったのは、なぜ日本では自国の資金で不動産に投

資しないのか、これでは余りにもったいないということです。それ

が強烈な記憶として残り、いつか日本の資本で不動産に投資

するビジネスをやりたいと考えていました。 

　やがて、福岡リートの立ち上げに地元へ呼ばれ、不動産証

券化商品を上場するという仕事を２年半やる中で、多くの日本

の金融機関、機関投資家の方々と接し、その投資ニーズの大

きさを知りました。そのとき、適切なリスクに見合ったリターンが

得られる商品に資金を入れるような事業をやろう。そう思って投

資会社を始めたのです。 

　ＤＢＪとのお付き合いは、04年の福岡リート上場の際、公的

なパートナーとしてローンを提供して頂いたのが最初です。経

済ベースではなく、地方のことをきちんと考えてくれるＤＢＪなら

とお願いした所、トントン拍子で話が進みました。その後、06年

に当社を設立して最初のファンドを立ち上げた際に、出資に参

加して頂きました。ＤＢＪの出資をきっかけとして他の投資家を

招請していきました。 

　07年夏に２号ファンドを募り、ＤＢＪを中心に５つの機関投資

家にコミットして頂きました。ファンド設立後は、マーケットが過

熱していて出資機会が少なかったのですが、それが幸いして不

動産市況が悪化した今は、投資余力を持つファンドが非常に

少なく、私たちのチャンスとなっています。マクロでは下降局面

でもミクロでは必ず面白いものが拾えるものです。上昇局面で

利益を出すのは、いわば当たり前。下降局面で投資してこそ真

のプロと言えるわけで、私たちがめざすのも、そんなプロフェッシ

ョナルファンドです。 

　今、将来の事業展開をにらんで上海に人を置いています。

過去10年、アジアの経済発展は目覚ましいものがあるにも関

わらず、不動産に関して見ると日本の資本はアジアにほとんど

入っていません。水先案内が出来ていないわけで、この点でも

民営化で業務の制約がとれるＤＢＪには期待しています。私た

ちのビジネスもここからが勝負。ＤＢＪの力が本当に必要になる

のもここからです。 

 

九州発の挑戦で

地域に貢献したい

株式会社ドーガン・アドバイザーズ 
代表取締役社長 

森　大介氏 

　熊本出身の私は、東京で仕事をする中で郷土愛も募って、

機会があれば九州のために仕事がしたいと思うようになりました。

シティバンクで九州勤務となったとき、地元財界の方々から地

場企業の再生支援とかＭ＆Ａのサポートなど、いろいろな相談

を受けることが多くあって、こうしたニーズに応えるファンドの設

立を会社に提案したのですが実現しなかったので、ならば九州

には投資銀行もないし、独立して自分でやってみようと起業し

たのです。それが04年です。 

　会社を作って最初の仕事は、いきなり難しい案件でしたが、

必死で頑張ってやり遂げました。それが評価されて、弁護士、

会計士、地銀などから声をかけられるようになり、次第に会社ら

しくなっていきました。 

　最初のファンドを作ったのは06年です。これまでに４つのファ

ンドを立ち上げましたが、ＤＢＪと組んだのは２つめの事業承継

ファンドからです。また、個別の投資案件でファイナンスを組ま

なくてはならないときに、ＤＢＪにローンの提供をお願いしています。

その結果、地銀各行のまとまりもよくなり、我々としても相談し

やすいということで、それ以来、実質メインバンク的な相談をさ

せてもらっています。３番目の事業再生ファンドには出資もして

もらいました。 

　案件について気楽に相談出来る。ギスギスした所がなく、形

式ばらずに一緒になって考えてくれる。ダメなものはダメと言っ

てくれるし、時には担当の方が夜中の１時、２時にやってこられて、

喧々諤々の話をすることもある。そうして１つ１つディールをこな

すうちに、より深い付き合いになっている。この関係をこれから

も大事にしていきたいし、民営化しても従来の姿勢が変わらな

いことを願っています。 

　九州は日本の地域経済の新しい在り方を示し得るポテンシ

ャルを持っていると思うので、今後、東京の再生モデルとは異

なる形でいろいろトライしていきたいと思っています。今、考えて

いるのは、各県の地銀との関係を活かして、厳しい経営環境下

にある中小企業を元気にする仕組みです。たとえば、１社では

競争に勝てない各県の企業同士を１つにまとめて、いい意味で

業界再編を促す。東京やアジアに対抗出来るように、象徴的

な案件をいくつか実現したらいい先例になると思っています。 
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一 

玄海キャピタルファンド２の投資事例＝ 
ＪＲ小倉駅北口の大型オフィスビル「ＫＭＭ６号館」 
 
地上10階・地下１階。延床面積２５，４１２㎡。周辺のオフ
ィスビル群の中でも有数の規模を持ち、天井高や耐震性
能等も良好な水準にあること、また、立地面でも小倉駅
に直結している点など、相応の競争力を有している。共
用部の改修や駐車場の整備で不動産価値の向上を図る。 
 

（注１）九州ブリッジファンド：九州地区の中小企業の事業継続を支援し、九州経済を活性化させることを目的として、中小企業基盤整備機構と九州を
代表する地銀5行（西日本シティ、鹿児島、十八、筑邦、肥後）の出資により設立。資産総額は約48億円。 

（注２）九州ＢＯＬＥＲＯファンド：主な投資対象は、一定の競争力がありながら過剰債務や業績不振に陥っている地場企業、また、さらなる経営改善のた
めに事業再編を必要とする地場企業。資産総額は約30億円。出資者はＤＢＪのほか、あおぞら銀行および九州の有力地銀４行（鹿児島、十八、
西日本シティ、肥後）。　 

（注３）玄海キャピタルファンド１：ファンド資産規模は約２００億円。主に九州地域の不動産に投資及びメザニン融資する。 

（注４）玄海キャピタルファンド２：ファンド資産規模は約５００億円。１号ファンドの進捗を受けて、２号の資産規模は１号の2.5倍に拡大した。主に九州地
域の不動産を対象とするが、投資スタンスとしては、１号が既存物件中心だったのに対して、２号では企画・開発段階から関わって物件のバリュー
アップを図ることを目指している。 

一 

こ 

■企業別投融資実績 

（株）ドーガン・アドバイザーズ 

2007.10 

2008.6

九州ブリッジファンド（注１） 

九州ＢＯＬＥＲＯファンド（注２） 

地場企業の事業承継を目的に設立。個別の投融資案件に必要な資金調達をＤＢＪが支援。 

事業再生・産業再編を目的に設立。DBJを中心に他LP投資家の取りまとめ。 

ファンド名 概要 

（株）玄海キャピタルマネジメント 

2006.7 

2007.8

玄海キャピタルファンド１（注３） 

玄海キャピタルファンド２（注４） 

ファンド名 概要 

不動産流動化市場の拡大を目的に設立。1号ファンドの投資進捗を受け、新たな
外部機関投資家の資金を招聘して２号ファンドを組成。 

    

全
国
の
支
店
に
先
駆
け
て 

 

融
資
一
体
型
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
、九

州
支
店
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」 

　
そ
う
語
る
の
は
、
同
支
店
業
務

第
2
課
の
笠
原
洋
輔
だ
。 

　
「
具
体
的
に
は
、
既
存
の
お
客

さ
ま
に
対
す
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
の
強
化
と
併
せ
て
、
地
域
の
投

資
会
社
や
金
融
機
関
と
連
携
し

た
仕
組
み
も
の
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
、

新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

新
規
の
お
客
さ
ま
に
対
す
る
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
形
成
に
努

め
て
い
ま
す
」 

　
笠
原
は
、こ
う
し
た
先
行
的
な

取
り
組
み
が
出
来
る
の
は
、
九
州

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
好
条
件
が
揃
っ
て

い
た
か
ら
と
し
て
、
2
つ
の
点
を
指

摘
す
る
。 

　
第
1
は
、九
州
の
経
済
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
大
き
さ
だ
。
九
州
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
44
兆
円
で
日
本
全
体
の
約
９
％

を
占
め
る
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の

企
業
立
地
も
活
発
で
、
半
導
体
関

連
企
業
は
40
年
以
上
前
か
ら
九

州
に
集
積
し
、「
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
の
厚
み
を
増
し
て
い

る
。
自
動
車
産
業
で
も
近
年
、
相

次
い
で
大
型
投
資
が
実
施
さ
れ
、

自
動
車
部
品
各
社
の
新
規
立
地

も
進
む
な
ど
、
国
内
第
2
の
生
産

拠
点
「
カ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

存
在
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
2
年
後
に
は
、
九
州
新

幹
線
の
全
線
開
業
が
予
定
さ
れ
、

大
き
な
経
済
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道
州
制
の

議
論
が
進
む
中
で
、

地
元
で
は
九
州

7
県
を
一
体
と

す
る
「
九
州
府
」

構
想
を
打
ち
出

す
な
ど
、新
た
な

地
域
経
済
圏
出

現
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
て
い
る
。 

　
2
つ
め
の
条
件
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
金
融
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
存
在
だ
。

全
国
で
は
多
く
の
投
資
会
社
が
活

動
し
て
い
る
が
、そ
の
中
で
九
州
支

店
が
連
携
す
る
の
が
、
事
業
再
生

や
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を

展
開
す
る（
株
）ド
ー
ガ
ン
・
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ズ（
04
年
設
立
。
以
下
、ド

ー
ガ
ン
社
）
、
不
動
産
投
資
フ
ァ
ン

ド
運
用
や
不
動
産
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務
を
展
開
す
る（
株
）
玄
海
キ

ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
06
年
設
立
。

以
下
、
玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
）の
2

社
だ
。
今
で
は
、「
こ
の
2
社
が
存

在
し
な
か
っ
た
ら
、九
州
地
域
に
お

け
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
展
開
は
今
と
は
別

の
形
を
と
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」（
笠

原
）と
い
う
ほ
ど
重
要
な
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。 

 

地
域
と
運
命
を
共
に
す
る 

 

社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
始
ま
っ
た
の
は
06
年
。

企
業
別
に
見
た
こ
れ
ま
で
の
主
な

投
融
資
実
績
は
、次
の
通
り
だ
。 

　
ド
ー
ガ
ン
社
を
担
当
す
る
笠
原

は
言
う
。 

　
「
ド
ー
ガ
ン
社
へ
の
高
い
評
価
は
、

同
社
社
長
で
あ
る
森
大
介
氏
へ
の

信
頼
感
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
」 

　
九
州
で
は
、フ
ァ
ン
ド
と
聞
け
ば

„
ハ
ゲ
タ
カ
“を
連
想
し
た
り
、
相

談
し
た
く
て
も
九
州
の
事
情
に
精

通
し
た
フ
ァ
ン
ド
が
少
な
い
な
ど
、

フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
評
価
は
必
ず

し
も
肯
定
的
な
も
の
ば
か
り
で
は

な
い
の
が
実
情
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、

森
氏
へ
の
信
頼
感
が
高
い
の
は
な

ぜ
な
の
か
。 

　
「
地
域
に
は
、そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
企
業
同
士
の
関
係
と
か
機
微

と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
、こ
の
辺
り

の
こ
と
は
在
京
の
フ
ァ
ン
ド
に
は
な

か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

そ
の
点
、森
氏
は
地
域
に
拠
点
を
置

い
て
活
動
し
、地
元
の
事
情
に
精
通

し
て
い
る
の
で
、困
っ
た
人
が
い
れ
ば

す
ぐ
に
相
談
に
応
じ
る
。
九
州
と

運
命
共
同
体
と
い
う
立
場
が
高
い

信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」 

　
熊
本
出
身
の
森
氏
は
、長
銀
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
株
式
公

開
支
援
等
を
経
験
し
た
の
ち
シ
テ

ィ
バ
ン
ク
に
移
り
、同
福
岡
出
張
所

で
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
業
務
を

通
じ
て
九
州
地
域
に
お
け
る
情
報

網
を
拡
げ
た
。
幅
広
い
金
融
知
識

に
加
え
て
、
そ
の
人
脈
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
九
州
屈
指
の

存
在
な
の
だ
。 

　
ド
ー
ガ
ン
社
に
と
っ
て
３
つ
め
の
フ

ァ
ン
ド
と
な
る
「
九
州
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

フ
ァ
ン
ド
」
も
、
森
氏
に
対
す
る
地

域
の
信
頼
感
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。 

　
「
域
内
の
各
地
銀
の
不
良
債
権

比
率
は
年
々
低
下
し
て
お
り
、不
良

債
権
処
理
は
進
捗
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
が
、
地
域
を
支
え
る

金
融
機
関
と
し
て
拙
速
な
処
理
は

で
き
な
い
案
件
な
ど
も
あ
る
で
し
ょ

う
し
、
最
近
の
不
動
産
不
況
の
余

波
で
新
た
な
不
良
債
権
も
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
参
加
各

行
に
は
、唯
一
の
地
域
バ
イ
ア
ウ
ト
フ

ァ
ン
ド
と
し
て
信
頼
感
の
高
い
ド
ー

ガ
ン
社
に
、地
場
企
業
の
再
生
や
産

業
再
編
の
一
翼
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
の
で
す
」（
笠
原
） 

 

プ
ロ
同
士
の 

連
携
プ
レ
ー
で 

 

方
、玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
に

対
す
る
高
い

評
価
を
支
え

る
の
も
、
同
社

社
長
で
あ
る

松
尾
正
俊
氏

へ
の
信
頼
感
だ
。

松
尾
氏
も
出

身
は
地
元
の

福
岡
県
。
三
井
不
動
産
在
籍
中
の

米
国
留
学
で
不
動
産
金
融
を
学

ん
だ
後
、
外
資
系
金
融
機
関
に
移

り
、不
動
産
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
運
用

や
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ア

レ
ン
ジ
な
ど
を
行
っ
た
。
04
年
、
福

岡
に
戻
り
、日
本
初
と
な
る
地
域

特
化
型
の
不
動
産
投
資
信
託
「
福

岡
リ
ー
ト
」
の
組
成
・
上
場
を
手
が

け
た
の
ち
、
06
年
に
玄
海
キ
ャ
ピ
タ

ル
社
を
設
立
し
た
。 

　
業
務
第
２
課
で
同
社
Ｒ
Ｍ
を

担
当
す
る
田
辺
理
（
さ
と
る
）
は

言
う
。 

　
「
福
岡
リ
ー
ト
の
立
ち
上
げ
に

見
ら
れ
る
金
融
市
場
と
の
対
話
力
、

九
州
地
域
に
お
け
る
不
動
産
事

業
者
と
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、
松
尾
氏
は
不
動
産
投
資
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
九
州
屈

指
の
存
在
で
す
」 

　
こ
れ
ま
で
D
B
J
は
、
玄
海
キ

ャ
ピ
タ
ル
社
の
２
つ
の
フ
ァ
ン
ド
立
ち

上
げ
に
関
わ
っ
て
お
り
、
投
資
案

件
の
採
択
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
当
た

っ
て
は
、
玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
と
密

に
連
携
し
て
き
た
。 

　
も
と
も
と
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
都
市
開

発
業
務
と
い
う
形
で
不
動
産
開

発
を
手
が
け
て
き
て
お
り
、
不
動

産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
務
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
が
豊
富
だ
。
そ
う
し
た

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
強
み
を
活
か
す
べ
く
、

九
州
支
店
で
も
07
年
度
か
ら
不

動
産
チ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

地
元
不
動
産
事
業
者
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
軸
に
案
件
組

成
力
を
強
化
し
て
き
た
。
同
チ
ー

ム
の
一
員
で
も
あ
る
田
辺
は
、こ
れ

ま
で
の
組
織
全
体
の
蓄
積
と
地

域
で
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て
、

最
近
の
実
績
が
生
ま
れ
て
い
る
と

い
う
。 

　
「
２
号
フ
ァ
ン
ド
の
実
績
の
１
つ
、

小
倉
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル（
写
真
説
明
参

照
）の
場
合
は
、
話
が
来
て
か
ら
売

却
ま
で
の
時
間
が
限
ら
れ
、ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
非
常
に
タ
イ
ト
な
案
件

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
め
て
短

期
間
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
行
内
に
蓄
積
さ
れ
た
案
件

組
成
に
必
要
と
さ
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

に
加
え
、
九
州
各
地
の
不
動
産
の

取
引
事
例
に
つ
い
て
も
幅
広
く
情

報
を
集
め
て
き
て
相
場
観
が
あ
っ

た
の
で
、
案
件
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
素
早
く
出
す
こ
と
が
出
来
た
の

で
す
。
ま
た
、
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
投

資
に
は
流
動
化
ス
キ
ー
ム
を
使
う

の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
行
為
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
点
で

も
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
」 

　
こ
う
し
た
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

同
士
の
連
携
プ
レ
ー
を
通
じ
て
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
は
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
地
域
経
済
の
競
争
力
強

化
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。 

                       

Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の 

関
係
構
築
へ 

 

連
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
期
待
さ
れ

る
の
が
、
案
件
固
有
の
課
題
を
解

決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
。 

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
参
加
す
る
こ
と
で
、

フ
ァ
ン
ド
が
出
資
す
る
先
の
資
金

調
達
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
投
資
案
件
に
よ
っ

て
は
、
多
額
の
資
金
調
達
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、そ
の
際
、投
資
先

企
業
の
戦
略
に
合
わ
せ
た
資
金
供

給
方
法
や
リ
ス
ク
の
分
散
手
法
、

適
切
な
債
権
保
全
策
等
、
多
様
な

性
質
を
持
っ
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
設

計
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
事
業
の
将

来
性
を
見
極
め
る
産
業
調
査
力
、

個
別
企
業
の
審
査
力
を
活
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
」（
笠

原
） 

　
２
社
と
の
連
携
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。 

　
「
と
り
わ
け
大
き
い
の
は
、
地
域

に
密
着
し
て
地
場
企
業
と
深
く

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
ド
ー

ガ
ン
社
を
通
し
て
、新
た
な
顧
客
ニ

ー
ズ
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。

ま
た
、
投
資
後
は
投
資
先
企
業
の

再
生
・
成
長
を
直
に
支
援
す
る
た

め
に
多
く
の
手
間

と
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
点
で

も
地
元
で
活
動

す
る
２
社
が
最
適

な
存
在
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
」（
笠

原
） 

　
「
２
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
る
中
で
、
地

銀
や
不
動
産
事

業
者
と
の
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
強

化
さ
れ
、
非
常
に
い
い
関
係
が
出

来
て
い
ま
す
。
特
に
情
報
交
換
が

密
に
な
っ
た
こ
と
で
、
新
し
い
共
同

事
業
体
制
が
出
来
た
こ
と
は
お
互

い
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

（
田
辺
） 

　
地
域
で
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
事
業
は
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
も
あ
る
。
当
然
、Ｒ
Ｍ
担

当
に
は
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
意

識
と
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
「
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
い
ま
す
。
そ
の

中
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
よ

う
な
形
で
入
り
込
ん
で
い
く
の
が

投
融
資
一
体
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

レ
ン
ダ
ー
の
立
場
だ
け
で
あ
れ
ば
、

与
信
判
断
が
中
心
に
な
り
ま
す

が
、
投
融
資
一
体
型
を
追
求
す
る

場
合
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
投
資
家
、
地

銀
、
経
営
者
、
社
員
、
取
引
先
、

数
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
い

か
に
作
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

の
で
す
。
だ
か
ら
、
我
々
Ｒ
Ｍ
担

当
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
広
い
し
、
深
い
。
同
時
に
、や

り
が
い
も
大
き
い
の
で
す
」（
笠
原
） 

　
「
投
融
資
一
体
型
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

の
あ
り
方
を
確
立
し
よ
う
と
い

う
挑
戦
的
な
試
み
で
あ
り
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
日
々
挑
戦
す
る

九
州
支
店
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
」（
田

辺
） 

さ
ら
に
強
い 

営
業
基
盤
づ
く
り
へ 

 

う
し
た
連
携
強
化
の
一
方

で
、
九
州
支
店
で
は
、
既

存
の
お
客
さ
ま
に
対
す
る
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
維
持
・
強
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。
業
務
第
１

課
で
Ｒ
Ｍ
を
担
当
す
る
松
尾
康

史
は
言
う
。 

　
「
特
に
、
地
域
経
済
を
支
え
る

産
業
で
あ
る
電
力
・
ガ
ス
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
・
運
輸
、
通
信
・

放
送
、
小
売
等
の
各
企
業
は
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
の
古
く
か
ら
の
お
客
さ
ま
で

あ
り
、
民
営
化
後
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対

す
る
期
待
も
高
い
の
で
、
こ
れ
に

応
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、
他
の

金
融
機
関
と
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、そ
こ
は
協
同
し
つ
つ
も
明
確

に
役
割
分
担
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

　
民
営
化
後
も
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対
す

る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
は
、一
般
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
絡
み

の
も
の
が
多
い
。
だ
か
ら
松
尾
は
、

折
に
触
れ
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
課
題
解
決

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
お
客
さ
ま
の

課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
。 

　
「
た
と
え
ば
資
金
ニ
ー
ズ
が
あ

る
場
合
に
、資
本
政
策
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
ご
提

供
し
て
い
た
長

期
の
資
金
に
代

わ
っ
て
劣
後
債

を
引
き
受
け
る

こ
と
も
出
来
ま

す
。
劣
後
債
は
、

お
客
さ
ま
の
財

務
基
盤
強
化
に

繋
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
い
は
、
お
客
さ
ま
が
海
外
で
子

会
社
を
設
立
す
る
と
き
に
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
自
ら
支
援
出
来
な
く
て
も
、

フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
何
か
出
来
な
い

か
を
考
え
る
。
そ
う
い
う
話
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
新
し
い
Ｄ
Ｂ
Ｊ

を
活
用
し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」 

　
投
融
資
一
体
型
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
客
さ
ま
に
享
受

し
て
頂
く
こ
と
は
、Ｒ
Ｍ
担
当
者
の

重
要
な
役
割
。
だ
か
ら
、従
来
の
レ

ン
ダ
ー
と
し
て
の
立
場
に
加
え
、イ

ン
ベ
ス
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
の
立
場
も
含
め
て
、
お
客
さ
ま

と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
再
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

信
頼
関
係
を
原
動
力
か
つ
獲
得
目

標
に
し
な
が
ら
、
行
員
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
企
画
し
、
提
案

す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
九
州
支
店
。
九
州
モ

デ
ル
の
確
立
が
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
、一
歩
ず
つ

の
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。 

 



地

域

か

ら

未

来

を

創

る

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

ＤＢＪの本当の力が

これから必要になる

株式会社玄海キャピタルマネジメント 
代表取締役社長 

松尾　正俊氏 

リレーションシップ最前線 ～九州支店～ リレーションシップ最前線 ～九州支店～ 

オールＤＢＪとして地域の期待に応える

日本政策投資銀行　九州支店長　小笠原　朗 

　地方勤務の経験は多いのですが、九州は初めての土地です。

昨年６月の着任後、いろいろ見聞きする中で感じるのは、九州は各

地域が元気で、今後もっと元気になる潜在力があるということです。

その一方で、取り組まなければならない課題も多く、ＤＢＪとしてさま

ざまなソリューションを提供することで地域に貢献すると同時に、

新しいビジネスで成果を出す余地が残されていると感じています。 

　具体的な課題は事業と地域の再生です。事業再生では、地場

企業の経営者の方々が持て余している課題、あるいはまだ気づか

れていない課題に取り組んでいきたい。また、地域再生では、都市

経営の巧拙が地域の潜在力を具現化するうえでの鍵となるので、

政策金融機関として培ったノウハウや最新の金融手法・技術を

使って支援していきたいと思っています。幸い、九州には地域に密

着してこうした再生に取り組もうというプレーヤーが多く存在する

ので、そういう方々と連携することで、今まで以上の地域支援が出

来ると思っています。 

　地域の潜在力、多くの事業パートナーというメリットを活かさない

手はありません。九州支店では、既に数年前から地銀、投資会社、

デベロッパーなどとの連携づくりを進めています。この流れを軌道

に乗せて、結果を出していきたいというのが九州支店の一番の

コンセンサスです。 

　都市経営や地域経営、あるいは地域資源の活用のためには、

情報機能やアレンジメント機能が欠かせません。この点でもＤＢＪ

の役割は重要です。以前、福岡県の麻生知事から、ＤＢＪには地

域シンクタンクとしての機能を期待している旨の言葉を頂いたこと

があります。また、地域の企業や地域リーダーの方々からのＤＢＪ

に対する期待の高さも強いと感じています。そうした地域の期待

に応えるべく、本店の企画、調査、研究、コンサルティングなどの機

能も活用しながら、オールＤＢＪとして地域支援に取り組んでいき

たいと思っています。 

 

 

 

 

　私が故郷である福岡の地で不動産ファンド事業を始めた理

由はこうです。 

　かつて1999年から2004年のバブル崩壊後の日本で不動

産不況が深刻だったときに、外資系投資銀行で働いていた私は、

巨額の資金を日本の不動産に投資して大きな利益を出しました。

そのとき思ったのは、なぜ日本では自国の資金で不動産に投

資しないのか、これでは余りにもったいないということです。それ

が強烈な記憶として残り、いつか日本の資本で不動産に投資

するビジネスをやりたいと考えていました。 

　やがて、福岡リートの立ち上げに地元へ呼ばれ、不動産証

券化商品を上場するという仕事を２年半やる中で、多くの日本

の金融機関、機関投資家の方々と接し、その投資ニーズの大

きさを知りました。そのとき、適切なリスクに見合ったリターンが

得られる商品に資金を入れるような事業をやろう。そう思って投

資会社を始めたのです。 

　ＤＢＪとのお付き合いは、04年の福岡リート上場の際、公的

なパートナーとしてローンを提供して頂いたのが最初です。経

済ベースではなく、地方のことをきちんと考えてくれるＤＢＪなら

とお願いした所、トントン拍子で話が進みました。その後、06年

に当社を設立して最初のファンドを立ち上げた際に、出資に参

加して頂きました。ＤＢＪの出資をきっかけとして他の投資家を

招請していきました。 

　07年夏に２号ファンドを募り、ＤＢＪを中心に５つの機関投資

家にコミットして頂きました。ファンド設立後は、マーケットが過

熱していて出資機会が少なかったのですが、それが幸いして不

動産市況が悪化した今は、投資余力を持つファンドが非常に

少なく、私たちのチャンスとなっています。マクロでは下降局面

でもミクロでは必ず面白いものが拾えるものです。上昇局面で

利益を出すのは、いわば当たり前。下降局面で投資してこそ真

のプロと言えるわけで、私たちがめざすのも、そんなプロフェッシ

ョナルファンドです。 

　今、将来の事業展開をにらんで上海に人を置いています。

過去10年、アジアの経済発展は目覚ましいものがあるにも関

わらず、不動産に関して見ると日本の資本はアジアにほとんど

入っていません。水先案内が出来ていないわけで、この点でも

民営化で業務の制約がとれるＤＢＪには期待しています。私た

ちのビジネスもここからが勝負。ＤＢＪの力が本当に必要になる

のもここからです。 

 

九州発の挑戦で

地域に貢献したい

株式会社ドーガン・アドバイザーズ 
代表取締役社長 

森　大介氏 

　熊本出身の私は、東京で仕事をする中で郷土愛も募って、

機会があれば九州のために仕事がしたいと思うようになりました。

シティバンクで九州勤務となったとき、地元財界の方々から地

場企業の再生支援とかＭ＆Ａのサポートなど、いろいろな相談

を受けることが多くあって、こうしたニーズに応えるファンドの設

立を会社に提案したのですが実現しなかったので、ならば九州

には投資銀行もないし、独立して自分でやってみようと起業し

たのです。それが04年です。 

　会社を作って最初の仕事は、いきなり難しい案件でしたが、

必死で頑張ってやり遂げました。それが評価されて、弁護士、

会計士、地銀などから声をかけられるようになり、次第に会社ら

しくなっていきました。 

　最初のファンドを作ったのは06年です。これまでに４つのファ

ンドを立ち上げましたが、ＤＢＪと組んだのは２つめの事業承継

ファンドからです。また、個別の投資案件でファイナンスを組ま

なくてはならないときに、ＤＢＪにローンの提供をお願いしています。

その結果、地銀各行のまとまりもよくなり、我々としても相談し

やすいということで、それ以来、実質メインバンク的な相談をさ

せてもらっています。３番目の事業再生ファンドには出資もして

もらいました。 

　案件について気楽に相談出来る。ギスギスした所がなく、形

式ばらずに一緒になって考えてくれる。ダメなものはダメと言っ

てくれるし、時には担当の方が夜中の１時、２時にやってこられて、

喧々諤々の話をすることもある。そうして１つ１つディールをこな

すうちに、より深い付き合いになっている。この関係をこれから

も大事にしていきたいし、民営化しても従来の姿勢が変わらな

いことを願っています。 

　九州は日本の地域経済の新しい在り方を示し得るポテンシ

ャルを持っていると思うので、今後、東京の再生モデルとは異

なる形でいろいろトライしていきたいと思っています。今、考えて

いるのは、各県の地銀との関係を活かして、厳しい経営環境下

にある中小企業を元気にする仕組みです。たとえば、１社では

競争に勝てない各県の企業同士を１つにまとめて、いい意味で

業界再編を促す。東京やアジアに対抗出来るように、象徴的

な案件をいくつか実現したらいい先例になると思っています。 
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一 

玄海キャピタルファンド２の投資事例＝ 
ＪＲ小倉駅北口の大型オフィスビル「ＫＭＭ６号館」 
 
地上10階・地下１階。延床面積２５，４１２㎡。周辺のオフ
ィスビル群の中でも有数の規模を持ち、天井高や耐震性
能等も良好な水準にあること、また、立地面でも小倉駅
に直結している点など、相応の競争力を有している。共
用部の改修や駐車場の整備で不動産価値の向上を図る。 
 

（注１）九州ブリッジファンド：九州地区の中小企業の事業継続を支援し、九州経済を活性化させることを目的として、中小企業基盤整備機構と九州を
代表する地銀5行（西日本シティ、鹿児島、十八、筑邦、肥後）の出資により設立。資産総額は約48億円。 

（注２）九州ＢＯＬＥＲＯファンド：主な投資対象は、一定の競争力がありながら過剰債務や業績不振に陥っている地場企業、また、さらなる経営改善のた
めに事業再編を必要とする地場企業。資産総額は約30億円。出資者はＤＢＪのほか、あおぞら銀行および九州の有力地銀４行（鹿児島、十八、
西日本シティ、肥後）。　 

（注３）玄海キャピタルファンド１：ファンド資産規模は約２００億円。主に九州地域の不動産に投資及びメザニン融資する。 

（注４）玄海キャピタルファンド２：ファンド資産規模は約５００億円。１号ファンドの進捗を受けて、２号の資産規模は１号の2.5倍に拡大した。主に九州地
域の不動産を対象とするが、投資スタンスとしては、１号が既存物件中心だったのに対して、２号では企画・開発段階から関わって物件のバリュー
アップを図ることを目指している。 

一 

こ 

■企業別投融資実績 

（株）ドーガン・アドバイザーズ 

2007.10 

2008.6

九州ブリッジファンド（注１） 

九州ＢＯＬＥＲＯファンド（注２） 

地場企業の事業承継を目的に設立。個別の投融資案件に必要な資金調達をＤＢＪが支援。 

事業再生・産業再編を目的に設立。DBJを中心に他LP投資家の取りまとめ。 

ファンド名 概要 

（株）玄海キャピタルマネジメント 

2006.7 

2007.8

玄海キャピタルファンド１（注３） 

玄海キャピタルファンド２（注４） 

ファンド名 概要 

不動産流動化市場の拡大を目的に設立。1号ファンドの投資進捗を受け、新たな
外部機関投資家の資金を招聘して２号ファンドを組成。 

    

全
国
の
支
店
に
先
駆
け
て 

 

融
資
一
体
型
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
、九

州
支
店
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」 

　
そ
う
語
る
の
は
、
同
支
店
業
務

第
2
課
の
笠
原
洋
輔
だ
。 

　
「
具
体
的
に
は
、
既
存
の
お
客

さ
ま
に
対
す
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
の
強
化
と
併
せ
て
、
地
域
の
投

資
会
社
や
金
融
機
関
と
連
携
し

た
仕
組
み
も
の
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
、

新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

新
規
の
お
客
さ
ま
に
対
す
る
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
形
成
に
努

め
て
い
ま
す
」 

　
笠
原
は
、こ
う
し
た
先
行
的
な

取
り
組
み
が
出
来
る
の
は
、
九
州

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
好
条
件
が
揃
っ
て

い
た
か
ら
と
し
て
、
2
つ
の
点
を
指

摘
す
る
。 

　
第
1
は
、九
州
の
経
済
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
大
き
さ
だ
。
九
州
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
44
兆
円
で
日
本
全
体
の
約
９
％

を
占
め
る
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の

企
業
立
地
も
活
発
で
、
半
導
体
関

連
企
業
は
40
年
以
上
前
か
ら
九

州
に
集
積
し
、「
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
の
厚
み
を
増
し
て
い

る
。
自
動
車
産
業
で
も
近
年
、
相

次
い
で
大
型
投
資
が
実
施
さ
れ
、

自
動
車
部
品
各
社
の
新
規
立
地

も
進
む
な
ど
、
国
内
第
2
の
生
産

拠
点
「
カ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

存
在
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
2
年
後
に
は
、
九
州
新

幹
線
の
全
線
開
業
が
予
定
さ
れ
、

大
き
な
経
済
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道
州
制
の

議
論
が
進
む
中
で
、

地
元
で
は
九
州

7
県
を
一
体
と

す
る
「
九
州
府
」

構
想
を
打
ち
出

す
な
ど
、新
た
な

地
域
経
済
圏
出

現
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
て
い
る
。 

　
2
つ
め
の
条
件
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
金
融
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
存
在
だ
。

全
国
で
は
多
く
の
投
資
会
社
が
活

動
し
て
い
る
が
、そ
の
中
で
九
州
支

店
が
連
携
す
る
の
が
、
事
業
再
生

や
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を

展
開
す
る（
株
）ド
ー
ガ
ン
・
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ズ（
04
年
設
立
。
以
下
、ド

ー
ガ
ン
社
）
、
不
動
産
投
資
フ
ァ
ン

ド
運
用
や
不
動
産
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務
を
展
開
す
る（
株
）
玄
海
キ

ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
06
年
設
立
。

以
下
、
玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
）の
2

社
だ
。
今
で
は
、「
こ
の
2
社
が
存

在
し
な
か
っ
た
ら
、九
州
地
域
に
お

け
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
展
開
は
今
と
は
別

の
形
を
と
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」（
笠

原
）と
い
う
ほ
ど
重
要
な
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。 

 

地
域
と
運
命
を
共
に
す
る 

 

社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
始
ま
っ
た
の
は
06
年
。

企
業
別
に
見
た
こ
れ
ま
で
の
主
な

投
融
資
実
績
は
、次
の
通
り
だ
。 

　
ド
ー
ガ
ン
社
を
担
当
す
る
笠
原

は
言
う
。 

　
「
ド
ー
ガ
ン
社
へ
の
高
い
評
価
は
、

同
社
社
長
で
あ
る
森
大
介
氏
へ
の

信
頼
感
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
」 

　
九
州
で
は
、フ
ァ
ン
ド
と
聞
け
ば

„
ハ
ゲ
タ
カ
“を
連
想
し
た
り
、
相

談
し
た
く
て
も
九
州
の
事
情
に
精

通
し
た
フ
ァ
ン
ド
が
少
な
い
な
ど
、

フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
評
価
は
必
ず

し
も
肯
定
的
な
も
の
ば
か
り
で
は

な
い
の
が
実
情
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、

森
氏
へ
の
信
頼
感
が
高
い
の
は
な

ぜ
な
の
か
。 

　
「
地
域
に
は
、そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
企
業
同
士
の
関
係
と
か
機
微

と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
、こ
の
辺
り

の
こ
と
は
在
京
の
フ
ァ
ン
ド
に
は
な

か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

そ
の
点
、森
氏
は
地
域
に
拠
点
を
置

い
て
活
動
し
、地
元
の
事
情
に
精
通

し
て
い
る
の
で
、困
っ
た
人
が
い
れ
ば

す
ぐ
に
相
談
に
応
じ
る
。
九
州
と

運
命
共
同
体
と
い
う
立
場
が
高
い

信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」 

　
熊
本
出
身
の
森
氏
は
、長
銀
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
株
式
公

開
支
援
等
を
経
験
し
た
の
ち
シ
テ

ィ
バ
ン
ク
に
移
り
、同
福
岡
出
張
所

で
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
業
務
を

通
じ
て
九
州
地
域
に
お
け
る
情
報

網
を
拡
げ
た
。
幅
広
い
金
融
知
識

に
加
え
て
、
そ
の
人
脈
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
九
州
屈
指
の

存
在
な
の
だ
。 

　
ド
ー
ガ
ン
社
に
と
っ
て
３
つ
め
の
フ

ァ
ン
ド
と
な
る
「
九
州
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

フ
ァ
ン
ド
」
も
、
森
氏
に
対
す
る
地

域
の
信
頼
感
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。 

　
「
域
内
の
各
地
銀
の
不
良
債
権

比
率
は
年
々
低
下
し
て
お
り
、不
良

債
権
処
理
は
進
捗
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
が
、
地
域
を
支
え
る

金
融
機
関
と
し
て
拙
速
な
処
理
は

で
き
な
い
案
件
な
ど
も
あ
る
で
し
ょ

う
し
、
最
近
の
不
動
産
不
況
の
余

波
で
新
た
な
不
良
債
権
も
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
参
加
各

行
に
は
、唯
一
の
地
域
バ
イ
ア
ウ
ト
フ

ァ
ン
ド
と
し
て
信
頼
感
の
高
い
ド
ー

ガ
ン
社
に
、地
場
企
業
の
再
生
や
産

業
再
編
の
一
翼
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
の
で
す
」（
笠
原
） 

 

プ
ロ
同
士
の 

連
携
プ
レ
ー
で 

 

方
、玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
に

対
す
る
高
い

評
価
を
支
え

る
の
も
、
同
社

社
長
で
あ
る

松
尾
正
俊
氏

へ
の
信
頼
感
だ
。

松
尾
氏
も
出

身
は
地
元
の

福
岡
県
。
三
井
不
動
産
在
籍
中
の

米
国
留
学
で
不
動
産
金
融
を
学

ん
だ
後
、
外
資
系
金
融
機
関
に
移

り
、不
動
産
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
運
用

や
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ア

レ
ン
ジ
な
ど
を
行
っ
た
。
04
年
、
福

岡
に
戻
り
、日
本
初
と
な
る
地
域

特
化
型
の
不
動
産
投
資
信
託
「
福

岡
リ
ー
ト
」
の
組
成
・
上
場
を
手
が

け
た
の
ち
、
06
年
に
玄
海
キ
ャ
ピ
タ

ル
社
を
設
立
し
た
。 

　
業
務
第
２
課
で
同
社
Ｒ
Ｍ
を

担
当
す
る
田
辺
理
（
さ
と
る
）
は

言
う
。 

　
「
福
岡
リ
ー
ト
の
立
ち
上
げ
に

見
ら
れ
る
金
融
市
場
と
の
対
話
力
、

九
州
地
域
に
お
け
る
不
動
産
事

業
者
と
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、
松
尾
氏
は
不
動
産
投
資
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
九
州
屈

指
の
存
在
で
す
」 

　
こ
れ
ま
で
D
B
J
は
、
玄
海
キ

ャ
ピ
タ
ル
社
の
２
つ
の
フ
ァ
ン
ド
立
ち

上
げ
に
関
わ
っ
て
お
り
、
投
資
案

件
の
採
択
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
当
た

っ
て
は
、
玄
海
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
と
密

に
連
携
し
て
き
た
。 

　
も
と
も
と
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
都
市
開

発
業
務
と
い
う
形
で
不
動
産
開

発
を
手
が
け
て
き
て
お
り
、
不
動

産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
務
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
が
豊
富
だ
。
そ
う
し
た

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
強
み
を
活
か
す
べ
く
、

九
州
支
店
で
も
07
年
度
か
ら
不

動
産
チ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

地
元
不
動
産
事
業
者
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
軸
に
案
件
組

成
力
を
強
化
し
て
き
た
。
同
チ
ー

ム
の
一
員
で
も
あ
る
田
辺
は
、こ
れ

ま
で
の
組
織
全
体
の
蓄
積
と
地

域
で
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て
、

最
近
の
実
績
が
生
ま
れ
て
い
る
と

い
う
。 

　
「
２
号
フ
ァ
ン
ド
の
実
績
の
１
つ
、

小
倉
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル（
写
真
説
明
参

照
）の
場
合
は
、
話
が
来
て
か
ら
売

却
ま
で
の
時
間
が
限
ら
れ
、ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
非
常
に
タ
イ
ト
な
案
件

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
め
て
短

期
間
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
行
内
に
蓄
積
さ
れ
た
案
件

組
成
に
必
要
と
さ
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

に
加
え
、
九
州
各
地
の
不
動
産
の

取
引
事
例
に
つ
い
て
も
幅
広
く
情

報
を
集
め
て
き
て
相
場
観
が
あ
っ

た
の
で
、
案
件
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
素
早
く
出
す
こ
と
が
出
来
た
の

で
す
。
ま
た
、
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
投

資
に
は
流
動
化
ス
キ
ー
ム
を
使
う

の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
行
為
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
点
で

も
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
」 

　
こ
う
し
た
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

同
士
の
連
携
プ
レ
ー
を
通
じ
て
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
は
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
地
域
経
済
の
競
争
力
強

化
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。 

                       

Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の 

関
係
構
築
へ 

 

連
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
期
待
さ
れ

る
の
が
、
案
件
固
有
の
課
題
を
解

決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
。 

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
参
加
す
る
こ
と
で
、

フ
ァ
ン
ド
が
出
資
す
る
先
の
資
金

調
達
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
投
資
案
件
に
よ
っ

て
は
、
多
額
の
資
金
調
達
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、そ
の
際
、投
資
先

企
業
の
戦
略
に
合
わ
せ
た
資
金
供

給
方
法
や
リ
ス
ク
の
分
散
手
法
、

適
切
な
債
権
保
全
策
等
、
多
様
な

性
質
を
持
っ
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
設

計
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
事
業
の
将

来
性
を
見
極
め
る
産
業
調
査
力
、

個
別
企
業
の
審
査
力
を
活
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
」（
笠

原
） 

　
２
社
と
の
連
携
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。 

　
「
と
り
わ
け
大
き
い
の
は
、
地
域

に
密
着
し
て
地
場
企
業
と
深
く

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
ド
ー

ガ
ン
社
を
通
し
て
、新
た
な
顧
客
ニ

ー
ズ
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。

ま
た
、
投
資
後
は
投
資
先
企
業
の

再
生
・
成
長
を
直
に
支
援
す
る
た

め
に
多
く
の
手
間

と
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
点
で

も
地
元
で
活
動

す
る
２
社
が
最
適

な
存
在
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
」（
笠

原
） 

　
「
２
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
る
中
で
、
地

銀
や
不
動
産
事

業
者
と
の
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
強

化
さ
れ
、
非
常
に
い
い
関
係
が
出

来
て
い
ま
す
。
特
に
情
報
交
換
が

密
に
な
っ
た
こ
と
で
、
新
し
い
共
同

事
業
体
制
が
出
来
た
こ
と
は
お
互

い
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

（
田
辺
） 

　
地
域
で
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
事
業
は
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
も
あ
る
。
当
然
、Ｒ
Ｍ
担

当
に
は
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
意

識
と
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
「
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
い
ま
す
。
そ
の

中
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
よ

う
な
形
で
入
り
込
ん
で
い
く
の
が

投
融
資
一
体
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

レ
ン
ダ
ー
の
立
場
だ
け
で
あ
れ
ば
、

与
信
判
断
が
中
心
に
な
り
ま
す

が
、
投
融
資
一
体
型
を
追
求
す
る

場
合
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
投
資
家
、
地

銀
、
経
営
者
、
社
員
、
取
引
先
、

数
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
い

か
に
作
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

の
で
す
。
だ
か
ら
、
我
々
Ｒ
Ｍ
担

当
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
広
い
し
、
深
い
。
同
時
に
、や

り
が
い
も
大
き
い
の
で
す
」（
笠
原
） 

　
「
投
融
資
一
体
型
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

の
あ
り
方
を
確
立
し
よ
う
と
い

う
挑
戦
的
な
試
み
で
あ
り
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
日
々
挑
戦
す
る

九
州
支
店
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
」（
田

辺
） 

さ
ら
に
強
い 

営
業
基
盤
づ
く
り
へ 

 

う
し
た
連
携
強
化
の
一
方

で
、
九
州
支
店
で
は
、
既

存
の
お
客
さ
ま
に
対
す
る
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
維
持
・
強
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。
業
務
第
１

課
で
Ｒ
Ｍ
を
担
当
す
る
松
尾
康

史
は
言
う
。 

　
「
特
に
、
地
域
経
済
を
支
え
る

産
業
で
あ
る
電
力
・
ガ
ス
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
・
運
輸
、
通
信
・

放
送
、
小
売
等
の
各
企
業
は
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
の
古
く
か
ら
の
お
客
さ
ま
で

あ
り
、
民
営
化
後
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対

す
る
期
待
も
高
い
の
で
、
こ
れ
に

応
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、
他
の

金
融
機
関
と
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、そ
こ
は
協
同
し
つ
つ
も
明
確

に
役
割
分
担
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

　
民
営
化
後
も
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対
す

る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
は
、一
般
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
絡
み

の
も
の
が
多
い
。
だ
か
ら
松
尾
は
、

折
に
触
れ
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
課
題
解
決

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
お
客
さ
ま
の

課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
。 

　
「
た
と
え
ば
資
金
ニ
ー
ズ
が
あ

る
場
合
に
、資
本
政
策
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
ご
提

供
し
て
い
た
長

期
の
資
金
に
代

わ
っ
て
劣
後
債

を
引
き
受
け
る

こ
と
も
出
来
ま

す
。
劣
後
債
は
、

お
客
さ
ま
の
財

務
基
盤
強
化
に

繋
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
い
は
、
お
客
さ
ま
が
海
外
で
子

会
社
を
設
立
す
る
と
き
に
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
自
ら
支
援
出
来
な
く
て
も
、

フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
何
か
出
来
な
い

か
を
考
え
る
。
そ
う
い
う
話
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
新
し
い
Ｄ
Ｂ
Ｊ

を
活
用
し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」 

　
投
融
資
一
体
型
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
客
さ
ま
に
享
受

し
て
頂
く
こ
と
は
、Ｒ
Ｍ
担
当
者
の

重
要
な
役
割
。
だ
か
ら
、従
来
の
レ

ン
ダ
ー
と
し
て
の
立
場
に
加
え
、イ

ン
ベ
ス
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
の
立
場
も
含
め
て
、
お
客
さ
ま

と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
再
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

信
頼
関
係
を
原
動
力
か
つ
獲
得
目

標
に
し
な
が
ら
、
行
員
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
企
画
し
、
提
案

す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
九
州
支
店
。
九
州
モ

デ
ル
の
確
立
が
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
、一
歩
ず
つ

の
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。 

 



「病院業界事情ハンドブック2008」を刊行 
── 病院経営改善のサポートのために ── 

　ＤＢＪと日経研との最近の連携事例の１つが、病院経営改善のサポートに向けて08年５月に刊行した「病院業界事情ハンドブック2008」

（234頁）だ。

　現在の医療保険制度では、毎年増大する国民医療費を安定的に負担することは困難となりつつあり、必然

的に支出抑制のための医療制度改革が定期的に行われることになる。こうした状況下、医療費の増加を抑制

するという国民的課題に対する重要な答えの１つが、医療機関の経営効率化であり、医療機関において「経

営改革」の視点は今後ますます重要になってくると思われる。　

　同ハンドブックでは、こうした視点に立脚し、病院の運営に従事する人々が、現状を総合的に俯瞰するため

に必要な情報を「コンパクトな形」で提供することを狙っており、３つのテーマ──医療を取り巻く環境の現

状分析（施設動向・経営動向）、医療経営に関する現状分析（建設投資、運営費、医師・看護師等の各種動

向）、病院経営に関するトピックス（自治体立病院の経営状況、特定健康診査、緩和ケア・回復期リハビリ病

棟の状況等々）──について基礎的なデータを集計している。　

※本ハンドブックをご希望の方は、DBJ企業金融第４部（03-3244-1640）までご連絡ください。　

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

Scenes of Solution Scenes of Solution 

「病院経営の様々な悩みについて 
  相談できる銀行」をめざして 
── 金融＆コンサルティングで病院経営を支援する ── 

 　2008年9月9日、東京・秋葉原の三井記念病院で、かねてより建設を進めてきた新「入院棟」
が完成した。同病院は、100年にわたり地域医療の中核としての役割を果たしてきたが、病院

経営を取り巻く環境が厳しさを増すなかで、次の時代を見据えた医療を行うべく、全面的な病棟

の建て替えを進めている。今回の入院棟はその第1期に当たるものだ。日本政策投資銀行

（ＤＢＪ）は、同入院棟の建設をファイナンス面から支援した。ＤＢＪは、医療・介護を中心とする

ヘルスケア分野に積極的な取組みを行っており、今後も日本の医療・福祉の質の向上に向けて、

高度化・多様化するニーズに応えていく考えだ。

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

日
本
経
済
研
究
所
　
主
幹 

五
十
嵐 

誠 

新たに完成した入院棟のコンセプトは「高度急性期医療の
提供」「快適な療養環境の整備」「効率化・省力化を重視
した運用体制の構築」「安全性の高い病院」の4つだ。三
井記念病院は今後、地域医療の中核病院としての役割を
一段と高めることになる。 
 
 

Scenes of Solution 

（注１）高度急性期医療 

　国は医療提供体制の改善策として、現在の急性期病

院を脳梗塞や心臓病など治療の難易度が高く、高度の

技術と緊急性が求められる医療に対応出来る「高度急
性期病院」と、救急搬送の患者や外来患者を受け入れ、
比較的簡単な手術を実施するとともに、各地域医療連
携の拠点としての役割を持つ「一般急性期病院」に分
化させる方向にあり、08年度の診療報酬改定にもこうし
た考え方が反映されている。 

　病院経営の最大のリスクは制度改正リスクですが、制度がどう
変わっても、結局、患者、医師、看護師等から支持される病院が
生き残るのです。その意味で、三井記念病院様は厳しい経営
環境の中でも生き残っていかれると思いますし、その認識があれば
こそ融資もさせて頂きました。今後も全力で後押しさせて頂きた
いと思っています。 

ＤＢＪ企業金融第4部　課長　　玉越 茂 

 10年単位の長期・固定での調達は、民間ベースでは難しい。そう
した中で、ＤＢＪは公共的な性格が強い医療ビジネスを理解し、支
援してくれました。今回の融資をきっかけに、今後、ＤＢＪとは長い
付き合いになると思います。医療・病院分野に積極的に取り組ん
でいるＤＢＪには、大いに期待しています。 

社会福祉法人 三井記念病院　院長　　萬年 徹 氏

　ヘルスケア分野への取り組みは、DBJとしても比較的新しく、積
極的に力を注いでいる所です。今回の案件を通じて、地域におけ
る医療の在り方を始め、多くのことについて学ばせて頂きました。
今後も、単なるファイナンス機能に限らず、幅広い情報提供機能を
発揮して、お客さまの経営改革に貢献していきたいと考えています。 

ＤＢＪ企業金融第4部　　吉江 到 

　銀行は社会的使命を持つ存在です。これまで国の機関であっ
たＤＢＪには、とりわけ高いレベルの使命感が求められていると思
います。民営化後は、ある程度競争原理の中に入っていくことに
なりますが、ＤＢＪならではの使命感、長期的な視点で、引き続き
取引先を育てる役割を発揮し続けて欲しいと願っています。 

社会福祉法人 三井記念病院　事務長　　西 元秀 氏

　
「
事
業
の
中
身
を
見
る
」
銀
行 

 

　
病
院
経
営
が
揺
ら
い
で
い
る
。
事
の
発
端
は
02
年
の

診
療
報
酬
改
定
だ
。
そ
れ
ま
で
続
い
て
い
た
診
療
報
酬

本
体
の
増
額
改
定
が
、こ
の
年
初
め
て
減
額
改
定
に
転

じ
た
の
だ
。
そ
の
後
06
年
に
も
減
額
改
定
が
行
わ
れ
た

結
果
、
経
営
状
態
が
悪
化
す
る
病
院
が
次
第
に
増
加
。

本
来
安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
医
療
機
関
の
経

営
に
影
響
が
出
始
め
て
い
る
の
だ
。 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、こ
う
し
た
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
見
据
え
、
数
年
前
か
ら
「
日
本
の
医
療
・
福

祉
の
質
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
対

す
る
本
格
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
流
動
化
・
証
券
化
や
事
業
再
生
の
個
別
案
件
に
対

応
し
つ
つ
、
自
治
体
病
院
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
、
07
年
３
月
に
は
三
菱
商
事
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
者
向
け
の
事
業
再

生
、
事
業
再
構
築
を
支
援
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド
（
総

額
２
０
０
億
円
）
を
設
立
し
た
。 

　
08
年
度
か
ら
は
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
な
ど
を
含
め

た
大
型
病
院
の
建
て
替
え
支
援
、Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
、
事
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
病
院
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
に

よ
る
情
報
発
信
な
ど
、
金
融
面
か
ら
の
支
援
に
加
え
て

「
事
業
の
中
身
を
見
る
」
こ
と
を
基
盤
と
し
た
各
種
医

療
向
け
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
対
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
担
当
部
で
あ
る
企
業
金
融
第
4
部

課
長
の
玉
越
茂
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。 

　
「
医
療
の
市
場
自
体
は
膨
ら
む
も
の
の
、
財
政
制
約

か
ら
医
療
制
度
の
改
革
は
今
後
と
も
続
き
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
経
営
が
悪
化
し
た
病
院
に
対
し
て
財
務
面
を

中
心
と
し
た
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
、
医
療
業
界
全
体
を
俯
瞰
す
る
中
か
ら
、
経
営
改
善

と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。„
病
院
経
営
の
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
に
つ
い
て
相
談
出
来
る
銀
行
“│
│
そ
う
認
知
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」 

 

　
三
井
記
念
病
院
の 

　
病
棟
建
て
替
え
を
支
援 

 

　
三
井
記
念
病
院
の
入
院
棟
建
設
に
対
す
る
支
援
も
、

こ
う
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
へ
の
取
り
組
み
強
化
の
一
環

と
し
て
実
行
し
た
も
の
だ
。 

　
三
井
記
念
病
院
は
、
救
急
医
療
や
高
度
医
療
を
行

う
都
心
部
有
数
の
急
性
期
総
合
病
院
だ
。
１
９
０
６（
明

治
39
）
年
に
三
井
家
が
私
財
を
投
じ
て
三
井
慈
善
病

院
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
、「
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
十
分
な
医
療
を
施
す
た
め
の
病
院
」
の
た

め
、
医
療
費
は
一
切
不
要
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

　
そ
の
精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
同
病
院
院

長
の
萬
年
徹
氏
は
言
う
。 

　
「
戦
後
は
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
経
営
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
た
め
、
保
険
診
療
体
制
へ
と
移
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
も
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
医
療
費
を
免
除

し
た
り
、
低
額
な
料
金
で
診
療
を
行
う
な
ど
、
創
立
時

の
精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

に
４
つ
あ
る
大
学
病
院
や
地
域
の
医
師
会
、
個
人
の
医

院
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」 

　
そ
ん
な
三
井
記
念
病
院
が
、
新
入
院
棟
建
設
と
既

存
病
棟
の
全
面
的
な
建
て
替
え
を
決
断
し
た
主
な
理

由
は
、
既
存
病
棟
の
老
朽
化
や
耐
震
性
不
足
へ
の
対
応

と
高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
の
環
境
整
備
だ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
現
在
の
建
物
は
81
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
新
耐
震
基
準
の
施
行
以
前
の
基
準
で
建
て
ら
れ

て
い
る
た
め
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
。
加
え
て
、

地
域
医
療
の
中
核
病

院
と
し
て
今
後
と
も
高

度
急
性
期
医
療
（
注
１
）

を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
医
療
制
度
改
革
や

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
方
向

性
に
沿
っ
た
形
で
の
診

療
体
制
構
築
が
求
め

ら
れ
た
の
だ
。 

　
「
た
と
え
ば
、
当
院
の
現
状
は
6
人
部
屋
・
8
人
部

屋
が
主
体
で
、
今
の
ま
ま
で
は
厚
生
労
働
省
が
近
年
指

導
し
て
い
る
基
準
を
充
足
で
き
ず
、
ま
た
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
個
室
も
少
な
く
、ベ
ッ
ド

周
り
に
様
々
な
医
療
機
器
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重

症
の
患
者
は
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
で
は
急
性

期
病
院
と
し
て
、こ
の
地
域
に
お
け
る
医
療
に
貢
献
出

来
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
全
面
的
な
建
て

替
え
を
決
断
し
た
の
で
す
」（
萬
年
氏
） 

 

　
カ
ス
タ
マ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
貫
く 

 

　
最
大
の
課
題
は
、や
は
り
そ
の
建
設
資
金
だ
っ
た
。
総

所
要
額
は
約
2
3
0
億
円
余
り
。
同
病
院
理
事
・
事

務
長
の
西
元
秀
氏
は
、「
病
院
と
し
て
１
０
０
年
の
歴

史
は
あ
っ
て
も
、
財
務
的
な
蓄
積
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、
民
間
病
院
で
あ
り
な
が
ら
公
共

的
な
性
格
を
持
つ
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
を
理
解
し
て

支
援
し
て
く
れ
た
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
し
た
。
ま
た
、
三
井
グ

ル
ー
プ
各
社
か
ら
多
額
の
寄
付
は
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
他
借
入
に
よ
る
資
金
調
達
の
う
ち
一
番
大
き
な
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
引
き
受
け
て
頂
い
た
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
し
た
」 

　
企
業
金
融
第
４
部
の
吉
江
は
、
融
資
に
際
し
て
は
、

カ
ス
タ
マ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
姿
勢
を
最
優
先
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
努
め
た
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
言
う
。 

　
「
今
回
の
融
資
で
は
、
入
院
棟
建
設
着
工
前
の
07
年

４
月
に
融
資
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
種
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
で
は
、
工
事
完
了
後
に
契
約
締
結
・
貸
出
し

実
行
と
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
本
件
で
は
早
期

に
資
金
調
達
を

確
定
し
た
い
と

い
う
お
客
さ
ま

の
ご
要
望
が
あ

り
、
こ
れ
に
応

え
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が

積
極
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ス
ク

を
と
っ
た
結
果
、

建
設
工
事
を
安

定
的
に
進
め
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
す
」 

　
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
に
は
、
全
面
建
て
替
え
を
伴
う
新
た
な
医
療
体
制
の

構
築
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
三
井
記
念
病
院
。
Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
そ
の
事
業
性
を

綿
密
に
審
査
し
、い
ち
早
く
融
資
実
行
の
判
断
を
下
し

た
の
だ
。 

　 　
病
院
経
営
の
好
循
環
の
起
点
と
し
て 

 

　
現
在
の
三
井
記
念
病
院
は
、
３
つ
の
棟
に
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
混
在
し
て
い
る
が
、
建
て
替
え
後
は
、
入
院

機
能
と
中
央
診
療
機
能
を
集
約
し
た
「
入
院
棟
」
と

外
来
機
能
に
特
化
し
た
「
外
来
棟
」
の
２
棟
構
成
と
な

る
。
こ
の
う
ち
入
院
棟
は
、
地
上
19
階
・
地
下
2
階
、
延

床
面
積
約
2
8,
7
5
0
㎡
に
、
病
床
数
４
８
２
床
、
13

の
手
術
室
に
加
え
、
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
、
冠

動
脈
疾
患
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
、
高
度
治

療
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
な
ど
を
備
え
る
。
09
年
１
月
か

ら
の
本
格
稼
働
後
、
外
来
棟
建
設
工
事
が
行
わ
れ
、

2
0
1
1
年
９
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。 

　
西
氏
は
、
今
回
の
新
入
院
棟
建
設
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
い
う
。「
当
病
院
は
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
、

患
者
さ
ん
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
す
べ
て
の
人
か
ら
支

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
今
も
多
く

の
人
に
来
院
し
て
頂
き
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
も
、

他
の
病
院
ほ
ど
に
は
苦
労
し
て
い
ま
せ
ん
。
病
院
経
営

と
い
う
の
は
良
い
循
環
に
入
る
と
、
ど
ん
ど
ん
良
く
な
る

も
の
で
す
。
患
者
さ
ん
が
増
え
る
と
症
例
も
増
え
る
、

す
る
と
医
師
も
集
ま
り
収
支
も
好
転
す
る
。
ま
た
、
地

域
の
評
判
が
良
い
と
看
護
師
も
集
ま
る
と
い
っ
た
具
合

で
す
。
逆
に
、
悪
い
循
環
に
入
る
と
、
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

る
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
新
入
院
棟
建
設
が
１
つ
の
起

点
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
好
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
む
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
」 

 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
連
携
で 

　
解
決
策
を
提
供
す
る 

 

　
三
井
記
念
病
院
の
ケ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
金

融
面
で
の
支
援
に
加
え
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
で
あ
る
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
（
日

経
研
）
と
連
携
し
な
が
ら
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
向
け
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。 

　
す
で
に
、
日
経
研
は
医
療
・
病
院
分
野
で
、
病
院
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
や
自
治
体
病

院
に
関
す
る
経
営
計
画
検
討
支
援
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
分
野
へ
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
す
べ
く
、
08
年
４
月
に
医
療
福
祉
部

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

　
同
部
で
は
、
公
立
病
院
向
け
に
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

の
策
定
等
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
、「
病
院
基

本
計
画
」「
事
業
計
画
」
策
定
等
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
業
務
、

民
間
活
力
導
入
等
「
病
院
経
営
形
態
見
直
し
」
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
、
民
間
病
院
向
け
に
経
営

分
析
、
事
業
計
画
づ
く
り
等
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
行
う
ほ
か
、
医
療
を
め
ぐ
る
諸
課
題
等
に
関

す
る
調
査
・
研
究
業
務
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。 

　
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
色
は
２
つ
あ
る
。
ま
ず
、
中
立
的
・

公
益
的
・
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
だ
。
公
立
・

民
間
を
問
わ
ず
、

医
療
機
関
は
公

的
な
色
彩
を
持

つ
。
特
に
地
域

に
対
す
る
責
任

が
大
き
い
こ
と

か
ら
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
際

し
て
は
中
立
的
・

公
益
的
・
長
期

的
な
視
点
が
欠

か
せ
な
い
。 

　
次
に
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
連
携
を
活
か
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
力
だ
。
財
務
分
析
や
審
査
、
金
融
面
を
含
め
て
サ
ポ

ー
ト
出
来
る
点
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
強
み
に
な
っ
て

い
る
。 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、五
十
嵐
誠
・
同
部
研
究

主
幹
は
次
の
よ
う
に
語
る
。 

　
「
こ
れ
ま
で
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
病
院
に
対
し
て
、

総
合
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
こ
と
の
で
き

る
組
織
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営
計
画
か
ら
現
場

の
改
善
提
案
ま
で
の
一
貫
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
。
現
場
だ
け
改
善
し
て
も
、
基
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見

え
て
い
な
い
と
経
営
改
革
は
持
続
し
な
い
し
、
現
場
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
す
る
経
営
シ
ス
テ
ム
を
作
る
に

は
、
か
な
り
説
得
力
の
あ
る
経
営
計
画
が
必
要
で
す
。

病
院
経
営
者
の
方
々
に
は
、
そ
の
点
を
理
解
し
た
う
え

で
、
経
営
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」 

　
そ
の
上
で
五
十
嵐
は
、
前
出
・
西
氏
と
同
様
の
見
方

を
し
て
言
う
。「
経
営
が
う
ま
く
い
く
と
、
自
ず
と
人

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し

て
く
る
と
、
経
営
は
良
い
循
環
に
入
り
、
収
益
も
安
定

す
る
。
良
い
循
環
に
入
る
か
、
そ
れ
と
も
悪
い
循
環
に

陥
る
か
、
今
後
の
経
営
改
革
の
成
否
に
よ
っ
て
、
そ
の
明

暗
が
は
っ
き
り
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」 

　
医
療
・
福
祉
の
「
質
」
の
向
上
は
、
地
域
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
だ
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、Ｍ
＆
Ａ
支
援
、
情
報
発
信
を
軸
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、こ
の
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 



「病院業界事情ハンドブック2008」を刊行 
── 病院経営改善のサポートのために ── 

　ＤＢＪと日経研との最近の連携事例の１つが、病院経営改善のサポートに向けて08年５月に刊行した「病院業界事情ハンドブック2008」

（234頁）だ。

　現在の医療保険制度では、毎年増大する国民医療費を安定的に負担することは困難となりつつあり、必然

的に支出抑制のための医療制度改革が定期的に行われることになる。こうした状況下、医療費の増加を抑制

するという国民的課題に対する重要な答えの１つが、医療機関の経営効率化であり、医療機関において「経

営改革」の視点は今後ますます重要になってくると思われる。　

　同ハンドブックでは、こうした視点に立脚し、病院の運営に従事する人々が、現状を総合的に俯瞰するため

に必要な情報を「コンパクトな形」で提供することを狙っており、３つのテーマ──医療を取り巻く環境の現

状分析（施設動向・経営動向）、医療経営に関する現状分析（建設投資、運営費、医師・看護師等の各種動

向）、病院経営に関するトピックス（自治体立病院の経営状況、特定健康診査、緩和ケア・回復期リハビリ病

棟の状況等々）──について基礎的なデータを集計している。　

※本ハンドブックをご希望の方は、DBJ企業金融第４部（03-3244-1640）までご連絡ください。　

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

Scenes of Solution Scenes of Solution 

「病院経営の様々な悩みについて 
  相談できる銀行」をめざして 
── 金融＆コンサルティングで病院経営を支援する ── 

 　2008年9月9日、東京・秋葉原の三井記念病院で、かねてより建設を進めてきた新「入院棟」
が完成した。同病院は、100年にわたり地域医療の中核としての役割を果たしてきたが、病院

経営を取り巻く環境が厳しさを増すなかで、次の時代を見据えた医療を行うべく、全面的な病棟

の建て替えを進めている。今回の入院棟はその第1期に当たるものだ。日本政策投資銀行

（ＤＢＪ）は、同入院棟の建設をファイナンス面から支援した。ＤＢＪは、医療・介護を中心とする

ヘルスケア分野に積極的な取組みを行っており、今後も日本の医療・福祉の質の向上に向けて、

高度化・多様化するニーズに応えていく考えだ。

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

日
本
経
済
研
究
所
　
主
幹 

五
十
嵐 

誠 

新たに完成した入院棟のコンセプトは「高度急性期医療の
提供」「快適な療養環境の整備」「効率化・省力化を重視
した運用体制の構築」「安全性の高い病院」の4つだ。三
井記念病院は今後、地域医療の中核病院としての役割を
一段と高めることになる。 
 
 

Scenes of Solution 

（注１）高度急性期医療 

　国は医療提供体制の改善策として、現在の急性期病

院を脳梗塞や心臓病など治療の難易度が高く、高度の

技術と緊急性が求められる医療に対応出来る「高度急
性期病院」と、救急搬送の患者や外来患者を受け入れ、
比較的簡単な手術を実施するとともに、各地域医療連
携の拠点としての役割を持つ「一般急性期病院」に分
化させる方向にあり、08年度の診療報酬改定にもこうし
た考え方が反映されている。 

　病院経営の最大のリスクは制度改正リスクですが、制度がどう
変わっても、結局、患者、医師、看護師等から支持される病院が
生き残るのです。その意味で、三井記念病院様は厳しい経営
環境の中でも生き残っていかれると思いますし、その認識があれば
こそ融資もさせて頂きました。今後も全力で後押しさせて頂きた
いと思っています。 

ＤＢＪ企業金融第4部　課長　　玉越 茂 

 10年単位の長期・固定での調達は、民間ベースでは難しい。そう
した中で、ＤＢＪは公共的な性格が強い医療ビジネスを理解し、支
援してくれました。今回の融資をきっかけに、今後、ＤＢＪとは長い
付き合いになると思います。医療・病院分野に積極的に取り組ん
でいるＤＢＪには、大いに期待しています。 

社会福祉法人 三井記念病院　院長　　萬年 徹 氏

　ヘルスケア分野への取り組みは、DBJとしても比較的新しく、積
極的に力を注いでいる所です。今回の案件を通じて、地域におけ
る医療の在り方を始め、多くのことについて学ばせて頂きました。
今後も、単なるファイナンス機能に限らず、幅広い情報提供機能を
発揮して、お客さまの経営改革に貢献していきたいと考えています。 

ＤＢＪ企業金融第4部　　吉江 到 

　銀行は社会的使命を持つ存在です。これまで国の機関であっ
たＤＢＪには、とりわけ高いレベルの使命感が求められていると思
います。民営化後は、ある程度競争原理の中に入っていくことに
なりますが、ＤＢＪならではの使命感、長期的な視点で、引き続き
取引先を育てる役割を発揮し続けて欲しいと願っています。 

社会福祉法人 三井記念病院　事務長　　西 元秀 氏

　
「
事
業
の
中
身
を
見
る
」
銀
行 

 

　
病
院
経
営
が
揺
ら
い
で
い
る
。
事
の
発
端
は
02
年
の

診
療
報
酬
改
定
だ
。
そ
れ
ま
で
続
い
て
い
た
診
療
報
酬

本
体
の
増
額
改
定
が
、こ
の
年
初
め
て
減
額
改
定
に
転

じ
た
の
だ
。
そ
の
後
06
年
に
も
減
額
改
定
が
行
わ
れ
た

結
果
、
経
営
状
態
が
悪
化
す
る
病
院
が
次
第
に
増
加
。

本
来
安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
医
療
機
関
の
経

営
に
影
響
が
出
始
め
て
い
る
の
だ
。 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、こ
う
し
た
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
見
据
え
、
数
年
前
か
ら
「
日
本
の
医
療
・
福

祉
の
質
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
対

す
る
本
格
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
流
動
化
・
証
券
化
や
事
業
再
生
の
個
別
案
件
に
対

応
し
つ
つ
、
自
治
体
病
院
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
、
07
年
３
月
に
は
三
菱
商
事
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
者
向
け
の
事
業
再

生
、
事
業
再
構
築
を
支
援
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド
（
総

額
２
０
０
億
円
）
を
設
立
し
た
。 

　
08
年
度
か
ら
は
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
な
ど
を
含
め

た
大
型
病
院
の
建
て
替
え
支
援
、Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
、
事
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
病
院
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
に

よ
る
情
報
発
信
な
ど
、
金
融
面
か
ら
の
支
援
に
加
え
て

「
事
業
の
中
身
を
見
る
」
こ
と
を
基
盤
と
し
た
各
種
医

療
向
け
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
対
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
担
当
部
で
あ
る
企
業
金
融
第
4
部

課
長
の
玉
越
茂
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。 

　
「
医
療
の
市
場
自
体
は
膨
ら
む
も
の
の
、
財
政
制
約

か
ら
医
療
制
度
の
改
革
は
今
後
と
も
続
き
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
経
営
が
悪
化
し
た
病
院
に
対
し
て
財
務
面
を

中
心
と
し
た
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
、
医
療
業
界
全
体
を
俯
瞰
す
る
中
か
ら
、
経
営
改
善

と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。„
病
院
経
営
の
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
に
つ
い
て
相
談
出
来
る
銀
行
“│
│
そ
う
認
知
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」 

 

　
三
井
記
念
病
院
の 

　
病
棟
建
て
替
え
を
支
援 

 

　
三
井
記
念
病
院
の
入
院
棟
建
設
に
対
す
る
支
援
も
、

こ
う
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
へ
の
取
り
組
み
強
化
の
一
環

と
し
て
実
行
し
た
も
の
だ
。 

　
三
井
記
念
病
院
は
、
救
急
医
療
や
高
度
医
療
を
行

う
都
心
部
有
数
の
急
性
期
総
合
病
院
だ
。
１
９
０
６（
明

治
39
）
年
に
三
井
家
が
私
財
を
投
じ
て
三
井
慈
善
病

院
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
、「
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
十
分
な
医
療
を
施
す
た
め
の
病
院
」
の
た

め
、
医
療
費
は
一
切
不
要
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

　
そ
の
精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
同
病
院
院

長
の
萬
年
徹
氏
は
言
う
。 

　
「
戦
後
は
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
経
営
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
た
め
、
保
険
診
療
体
制
へ
と
移
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
も
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
医
療
費
を
免
除

し
た
り
、
低
額
な
料
金
で
診
療
を
行
う
な
ど
、
創
立
時

の
精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

に
４
つ
あ
る
大
学
病
院
や
地
域
の
医
師
会
、
個
人
の
医

院
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」 

　
そ
ん
な
三
井
記
念
病
院
が
、
新
入
院
棟
建
設
と
既

存
病
棟
の
全
面
的
な
建
て
替
え
を
決
断
し
た
主
な
理

由
は
、
既
存
病
棟
の
老
朽
化
や
耐
震
性
不
足
へ
の
対
応

と
高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
の
環
境
整
備
だ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
現
在
の
建
物
は
81
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
新
耐
震
基
準
の
施
行
以
前
の
基
準
で
建
て
ら
れ

て
い
る
た
め
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
。
加
え
て
、

地
域
医
療
の
中
核
病

院
と
し
て
今
後
と
も
高

度
急
性
期
医
療
（
注
１
）

を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
医
療
制
度
改
革
や

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
方
向

性
に
沿
っ
た
形
で
の
診

療
体
制
構
築
が
求
め

ら
れ
た
の
だ
。 

　
「
た
と
え
ば
、
当
院
の
現
状
は
6
人
部
屋
・
8
人
部

屋
が
主
体
で
、
今
の
ま
ま
で
は
厚
生
労
働
省
が
近
年
指

導
し
て
い
る
基
準
を
充
足
で
き
ず
、
ま
た
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
個
室
も
少
な
く
、ベ
ッ
ド

周
り
に
様
々
な
医
療
機
器
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重

症
の
患
者
は
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
で
は
急
性

期
病
院
と
し
て
、こ
の
地
域
に
お
け
る
医
療
に
貢
献
出

来
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
全
面
的
な
建
て

替
え
を
決
断
し
た
の
で
す
」（
萬
年
氏
） 

 

　
カ
ス
タ
マ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
貫
く 

 

　
最
大
の
課
題
は
、や
は
り
そ
の
建
設
資
金
だ
っ
た
。
総

所
要
額
は
約
2
3
0
億
円
余
り
。
同
病
院
理
事
・
事

務
長
の
西
元
秀
氏
は
、「
病
院
と
し
て
１
０
０
年
の
歴

史
は
あ
っ
て
も
、
財
務
的
な
蓄
積
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、
民
間
病
院
で
あ
り
な
が
ら
公
共

的
な
性
格
を
持
つ
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
を
理
解
し
て

支
援
し
て
く
れ
た
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
し
た
。
ま
た
、
三
井
グ

ル
ー
プ
各
社
か
ら
多
額
の
寄
付
は
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
他
借
入
に
よ
る
資
金
調
達
の
う
ち
一
番
大
き
な
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
引
き
受
け
て
頂
い
た
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
し
た
」 

　
企
業
金
融
第
４
部
の
吉
江
は
、
融
資
に
際
し
て
は
、

カ
ス
タ
マ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
姿
勢
を
最
優
先
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
努
め
た
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
言
う
。 

　
「
今
回
の
融
資
で
は
、
入
院
棟
建
設
着
工
前
の
07
年

４
月
に
融
資
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
種
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
で
は
、
工
事
完
了
後
に
契
約
締
結
・
貸
出
し

実
行
と
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
本
件
で
は
早
期

に
資
金
調
達
を

確
定
し
た
い
と

い
う
お
客
さ
ま

の
ご
要
望
が
あ

り
、
こ
れ
に
応

え
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が

積
極
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ス
ク

を
と
っ
た
結
果
、

建
設
工
事
を
安

定
的
に
進
め
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
す
」 

　
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
に
は
、
全
面
建
て
替
え
を
伴
う
新
た
な
医
療
体
制
の

構
築
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
三
井
記
念
病
院
。
Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
そ
の
事
業
性
を

綿
密
に
審
査
し
、い
ち
早
く
融
資
実
行
の
判
断
を
下
し

た
の
だ
。 

　 　
病
院
経
営
の
好
循
環
の
起
点
と
し
て 

 

　
現
在
の
三
井
記
念
病
院
は
、
３
つ
の
棟
に
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
混
在
し
て
い
る
が
、
建
て
替
え
後
は
、
入
院

機
能
と
中
央
診
療
機
能
を
集
約
し
た
「
入
院
棟
」
と

外
来
機
能
に
特
化
し
た
「
外
来
棟
」
の
２
棟
構
成
と
な

る
。
こ
の
う
ち
入
院
棟
は
、
地
上
19
階
・
地
下
2
階
、
延

床
面
積
約
2
8,
7
5
0
㎡
に
、
病
床
数
４
８
２
床
、
13

の
手
術
室
に
加
え
、
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
、
冠

動
脈
疾
患
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
、
高
度
治

療
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
な
ど
を
備
え
る
。
09
年
１
月
か

ら
の
本
格
稼
働
後
、
外
来
棟
建
設
工
事
が
行
わ
れ
、

2
0
1
1
年
９
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。 

　
西
氏
は
、
今
回
の
新
入
院
棟
建
設
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
い
う
。「
当
病
院
は
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
、

患
者
さ
ん
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
す
べ
て
の
人
か
ら
支

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
今
も
多
く

の
人
に
来
院
し
て
頂
き
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
も
、

他
の
病
院
ほ
ど
に
は
苦
労
し
て
い
ま
せ
ん
。
病
院
経
営

と
い
う
の
は
良
い
循
環
に
入
る
と
、
ど
ん
ど
ん
良
く
な
る

も
の
で
す
。
患
者
さ
ん
が
増
え
る
と
症
例
も
増
え
る
、

す
る
と
医
師
も
集
ま
り
収
支
も
好
転
す
る
。
ま
た
、
地

域
の
評
判
が
良
い
と
看
護
師
も
集
ま
る
と
い
っ
た
具
合

で
す
。
逆
に
、
悪
い
循
環
に
入
る
と
、
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

る
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
新
入
院
棟
建
設
が
１
つ
の
起

点
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
好
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
む
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
」 

 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
連
携
で 

　
解
決
策
を
提
供
す
る 

 

　
三
井
記
念
病
院
の
ケ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
金

融
面
で
の
支
援
に
加
え
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
で
あ
る
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
（
日

経
研
）
と
連
携
し
な
が
ら
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
向
け
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。 

　
す
で
に
、
日
経
研
は
医
療
・
病
院
分
野
で
、
病
院
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
や
自
治
体
病

院
に
関
す
る
経
営
計
画
検
討
支
援
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
分
野
へ
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
す
べ
く
、
08
年
４
月
に
医
療
福
祉
部

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

　
同
部
で
は
、
公
立
病
院
向
け
に
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

の
策
定
等
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
、「
病
院
基

本
計
画
」「
事
業
計
画
」
策
定
等
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
業
務
、

民
間
活
力
導
入
等
「
病
院
経
営
形
態
見
直
し
」
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
、
民
間
病
院
向
け
に
経
営

分
析
、
事
業
計
画
づ
く
り
等
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
行
う
ほ
か
、
医
療
を
め
ぐ
る
諸
課
題
等
に
関

す
る
調
査
・
研
究
業
務
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。 

　
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
色
は
２
つ
あ
る
。
ま
ず
、
中
立
的
・

公
益
的
・
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
だ
。
公
立
・

民
間
を
問
わ
ず
、

医
療
機
関
は
公

的
な
色
彩
を
持

つ
。
特
に
地
域

に
対
す
る
責
任

が
大
き
い
こ
と

か
ら
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
際

し
て
は
中
立
的
・

公
益
的
・
長
期

的
な
視
点
が
欠

か
せ
な
い
。 

　
次
に
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
連
携
を
活
か
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
力
だ
。
財
務
分
析
や
審
査
、
金
融
面
を
含
め
て
サ
ポ

ー
ト
出
来
る
点
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
強
み
に
な
っ
て

い
る
。 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、五
十
嵐
誠
・
同
部
研
究

主
幹
は
次
の
よ
う
に
語
る
。 

　
「
こ
れ
ま
で
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
病
院
に
対
し
て
、

総
合
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
こ
と
の
で
き

る
組
織
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営
計
画
か
ら
現
場

の
改
善
提
案
ま
で
の
一
貫
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
。
現
場
だ
け
改
善
し
て
も
、
基
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見

え
て
い
な
い
と
経
営
改
革
は
持
続
し
な
い
し
、
現
場
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
す
る
経
営
シ
ス
テ
ム
を
作
る
に

は
、
か
な
り
説
得
力
の
あ
る
経
営
計
画
が
必
要
で
す
。

病
院
経
営
者
の
方
々
に
は
、
そ
の
点
を
理
解
し
た
う
え

で
、
経
営
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」 

　
そ
の
上
で
五
十
嵐
は
、
前
出
・
西
氏
と
同
様
の
見
方

を
し
て
言
う
。「
経
営
が
う
ま
く
い
く
と
、
自
ず
と
人

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し

て
く
る
と
、
経
営
は
良
い
循
環
に
入
り
、
収
益
も
安
定

す
る
。
良
い
循
環
に
入
る
か
、
そ
れ
と
も
悪
い
循
環
に

陥
る
か
、
今
後
の
経
営
改
革
の
成
否
に
よ
っ
て
、
そ
の
明

暗
が
は
っ
き
り
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」 

　
医
療
・
福
祉
の
「
質
」
の
向
上
は
、
地
域
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
だ
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、Ｍ
＆
Ａ
支
援
、
情
報
発
信
を
軸
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、こ
の
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 



「病院業界事情ハンドブック2008」を刊行 
── 病院経営改善のサポートのために ── 

　ＤＢＪと日経研との最近の連携事例の１つが、病院経営改善のサポートに向けて08年５月に刊行した「病院業界事情ハンドブック2008」

（234頁）だ。

　現在の医療保険制度では、毎年増大する国民医療費を安定的に負担することは困難となりつつあり、必然

的に支出抑制のための医療制度改革が定期的に行われることになる。こうした状況下、医療費の増加を抑制

するという国民的課題に対する重要な答えの１つが、医療機関の経営効率化であり、医療機関において「経

営改革」の視点は今後ますます重要になってくると思われる。　

　同ハンドブックでは、こうした視点に立脚し、病院の運営に従事する人々が、現状を総合的に俯瞰するため

に必要な情報を「コンパクトな形」で提供することを狙っており、３つのテーマ──医療を取り巻く環境の現

状分析（施設動向・経営動向）、医療経営に関する現状分析（建設投資、運営費、医師・看護師等の各種動

向）、病院経営に関するトピックス（自治体立病院の経営状況、特定健康診査、緩和ケア・回復期リハビリ病

棟の状況等々）──について基礎的なデータを集計している。　

※本ハンドブックをご希望の方は、DBJ企業金融第４部（03-3244-1640）までご連絡ください。　

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

Scenes of Solution Scenes of Solution 

「病院経営の様々な悩みについて 
  相談できる銀行」をめざして 
── 金融＆コンサルティングで病院経営を支援する ── 

 　2008年9月9日、東京・秋葉原の三井記念病院で、かねてより建設を進めてきた新「入院棟」
が完成した。同病院は、100年にわたり地域医療の中核としての役割を果たしてきたが、病院

経営を取り巻く環境が厳しさを増すなかで、次の時代を見据えた医療を行うべく、全面的な病棟

の建て替えを進めている。今回の入院棟はその第1期に当たるものだ。日本政策投資銀行

（ＤＢＪ）は、同入院棟の建設をファイナンス面から支援した。ＤＢＪは、医療・介護を中心とする

ヘルスケア分野に積極的な取組みを行っており、今後も日本の医療・福祉の質の向上に向けて、

高度化・多様化するニーズに応えていく考えだ。

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

Scenes of Solution 

日
本
経
済
研
究
所
　
主
幹 

五
十
嵐 

誠 

新たに完成した入院棟のコンセプトは「高度急性期医療の
提供」「快適な療養環境の整備」「効率化・省力化を重視
した運用体制の構築」「安全性の高い病院」の4つだ。三
井記念病院は今後、地域医療の中核病院としての役割を
一段と高めることになる。 
 
 

Scenes of Solution 

（注１）高度急性期医療 

　国は医療提供体制の改善策として、現在の急性期病

院を脳梗塞や心臓病など治療の難易度が高く、高度の

技術と緊急性が求められる医療に対応出来る「高度急
性期病院」と、救急搬送の患者や外来患者を受け入れ、
比較的簡単な手術を実施するとともに、各地域医療連
携の拠点としての役割を持つ「一般急性期病院」に分
化させる方向にあり、08年度の診療報酬改定にもこうし
た考え方が反映されている。 

　病院経営の最大のリスクは制度改正リスクですが、制度がどう
変わっても、結局、患者、医師、看護師等から支持される病院が
生き残るのです。その意味で、三井記念病院様は厳しい経営
環境の中でも生き残っていかれると思いますし、その認識があれば
こそ融資もさせて頂きました。今後も全力で後押しさせて頂きた
いと思っています。 

ＤＢＪ企業金融第4部　課長　　玉越 茂 

 10年単位の長期・固定での調達は、民間ベースでは難しい。そう
した中で、ＤＢＪは公共的な性格が強い医療ビジネスを理解し、支
援してくれました。今回の融資をきっかけに、今後、ＤＢＪとは長い
付き合いになると思います。医療・病院分野に積極的に取り組ん
でいるＤＢＪには、大いに期待しています。 

社会福祉法人 三井記念病院　院長　　萬年 徹 氏

　ヘルスケア分野への取り組みは、DBJとしても比較的新しく、積
極的に力を注いでいる所です。今回の案件を通じて、地域におけ
る医療の在り方を始め、多くのことについて学ばせて頂きました。
今後も、単なるファイナンス機能に限らず、幅広い情報提供機能を
発揮して、お客さまの経営改革に貢献していきたいと考えています。 

ＤＢＪ企業金融第4部　　吉江 到 

　銀行は社会的使命を持つ存在です。これまで国の機関であっ
たＤＢＪには、とりわけ高いレベルの使命感が求められていると思
います。民営化後は、ある程度競争原理の中に入っていくことに
なりますが、ＤＢＪならではの使命感、長期的な視点で、引き続き
取引先を育てる役割を発揮し続けて欲しいと願っています。 

社会福祉法人 三井記念病院　事務長　　西 元秀 氏

　
「
事
業
の
中
身
を
見
る
」
銀
行 

 

　
病
院
経
営
が
揺
ら
い
で
い
る
。
事
の
発
端
は
02
年
の

診
療
報
酬
改
定
だ
。
そ
れ
ま
で
続
い
て
い
た
診
療
報
酬

本
体
の
増
額
改
定
が
、こ
の
年
初
め
て
減
額
改
定
に
転

じ
た
の
だ
。
そ
の
後
06
年
に
も
減
額
改
定
が
行
わ
れ
た

結
果
、
経
営
状
態
が
悪
化
す
る
病
院
が
次
第
に
増
加
。

本
来
安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
医
療
機
関
の
経

営
に
影
響
が
出
始
め
て
い
る
の
だ
。 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、こ
う
し
た
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
見
据
え
、
数
年
前
か
ら
「
日
本
の
医
療
・
福

祉
の
質
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
対

す
る
本
格
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
流
動
化
・
証
券
化
や
事
業
再
生
の
個
別
案
件
に
対

応
し
つ
つ
、
自
治
体
病
院
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
、
07
年
３
月
に
は
三
菱
商
事
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
者
向
け
の
事
業
再

生
、
事
業
再
構
築
を
支
援
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド
（
総

額
２
０
０
億
円
）
を
設
立
し
た
。 

　
08
年
度
か
ら
は
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
な
ど
を
含
め

た
大
型
病
院
の
建
て
替
え
支
援
、Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
、
事
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
病
院
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
に

よ
る
情
報
発
信
な
ど
、
金
融
面
か
ら
の
支
援
に
加
え
て

「
事
業
の
中
身
を
見
る
」
こ
と
を
基
盤
と
し
た
各
種
医

療
向
け
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
対
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
担
当
部
で
あ
る
企
業
金
融
第
4
部

課
長
の
玉
越
茂
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。 

　
「
医
療
の
市
場
自
体
は
膨
ら
む
も
の
の
、
財
政
制
約

か
ら
医
療
制
度
の
改
革
は
今
後
と
も
続
き
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
経
営
が
悪
化
し
た
病
院
に
対
し
て
財
務
面
を

中
心
と
し
た
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
、
医
療
業
界
全
体
を
俯
瞰
す
る
中
か
ら
、
経
営
改
善

と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。„
病
院
経
営
の
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
に
つ
い
て
相
談
出
来
る
銀
行
“│
│
そ
う
認
知
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」 

 

　
三
井
記
念
病
院
の 

　
病
棟
建
て
替
え
を
支
援 

 

　
三
井
記
念
病
院
の
入
院
棟
建
設
に
対
す
る
支
援
も
、

こ
う
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
へ
の
取
り
組
み
強
化
の
一
環

と
し
て
実
行
し
た
も
の
だ
。 

　
三
井
記
念
病
院
は
、
救
急
医
療
や
高
度
医
療
を
行

う
都
心
部
有
数
の
急
性
期
総
合
病
院
だ
。
１
９
０
６（
明

治
39
）
年
に
三
井
家
が
私
財
を
投
じ
て
三
井
慈
善
病

院
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
、「
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
十
分
な
医
療
を
施
す
た
め
の
病
院
」
の
た

め
、
医
療
費
は
一
切
不
要
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

　
そ
の
精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
同
病
院
院

長
の
萬
年
徹
氏
は
言
う
。 

　
「
戦
後
は
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
経
営
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
た
め
、
保
険
診
療
体
制
へ
と
移
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
も
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
医
療
費
を
免
除

し
た
り
、
低
額
な
料
金
で
診
療
を
行
う
な
ど
、
創
立
時

の
精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

に
４
つ
あ
る
大
学
病
院
や
地
域
の
医
師
会
、
個
人
の
医

院
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」 

　
そ
ん
な
三
井
記
念
病
院
が
、
新
入
院
棟
建
設
と
既

存
病
棟
の
全
面
的
な
建
て
替
え
を
決
断
し
た
主
な
理

由
は
、
既
存
病
棟
の
老
朽
化
や
耐
震
性
不
足
へ
の
対
応

と
高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
の
環
境
整
備
だ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
現
在
の
建
物
は
81
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
新
耐
震
基
準
の
施
行
以
前
の
基
準
で
建
て
ら
れ

て
い
る
た
め
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
。
加
え
て
、

地
域
医
療
の
中
核
病

院
と
し
て
今
後
と
も
高

度
急
性
期
医
療
（
注
１
）

を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
医
療
制
度
改
革
や

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
方
向

性
に
沿
っ
た
形
で
の
診

療
体
制
構
築
が
求
め

ら
れ
た
の
だ
。 

　
「
た
と
え
ば
、
当
院
の
現
状
は
6
人
部
屋
・
8
人
部

屋
が
主
体
で
、
今
の
ま
ま
で
は
厚
生
労
働
省
が
近
年
指

導
し
て
い
る
基
準
を
充
足
で
き
ず
、
ま
た
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
個
室
も
少
な
く
、ベ
ッ
ド

周
り
に
様
々
な
医
療
機
器
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重

症
の
患
者
は
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
で
は
急
性

期
病
院
と
し
て
、こ
の
地
域
に
お
け
る
医
療
に
貢
献
出

来
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
全
面
的
な
建
て

替
え
を
決
断
し
た
の
で
す
」（
萬
年
氏
） 

 

　
カ
ス
タ
マ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
貫
く 

 

　
最
大
の
課
題
は
、や
は
り
そ
の
建
設
資
金
だ
っ
た
。
総

所
要
額
は
約
2
3
0
億
円
余
り
。
同
病
院
理
事
・
事

務
長
の
西
元
秀
氏
は
、「
病
院
と
し
て
１
０
０
年
の
歴

史
は
あ
っ
て
も
、
財
務
的
な
蓄
積
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、
民
間
病
院
で
あ
り
な
が
ら
公
共

的
な
性
格
を
持
つ
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
を
理
解
し
て

支
援
し
て
く
れ
た
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
し
た
。
ま
た
、
三
井
グ

ル
ー
プ
各
社
か
ら
多
額
の
寄
付
は
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
他
借
入
に
よ
る
資
金
調
達
の
う
ち
一
番
大
き
な
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
引
き
受
け
て
頂
い
た
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
し
た
」 

　
企
業
金
融
第
４
部
の
吉
江
は
、
融
資
に
際
し
て
は
、

カ
ス
タ
マ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
姿
勢
を
最
優
先
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
努
め
た
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
言
う
。 

　
「
今
回
の
融
資
で
は
、
入
院
棟
建
設
着
工
前
の
07
年

４
月
に
融
資
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
種
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
で
は
、
工
事
完
了
後
に
契
約
締
結
・
貸
出
し

実
行
と
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
本
件
で
は
早
期

に
資
金
調
達
を

確
定
し
た
い
と

い
う
お
客
さ
ま

の
ご
要
望
が
あ

り
、
こ
れ
に
応

え
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が

積
極
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ス
ク

を
と
っ
た
結
果
、

建
設
工
事
を
安

定
的
に
進
め
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
す
」 

　
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
に
は
、
全
面
建
て
替
え
を
伴
う
新
た
な
医
療
体
制
の

構
築
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
三
井
記
念
病
院
。
Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
そ
の
事
業
性
を

綿
密
に
審
査
し
、い
ち
早
く
融
資
実
行
の
判
断
を
下
し

た
の
だ
。 

　 　
病
院
経
営
の
好
循
環
の
起
点
と
し
て 

 

　
現
在
の
三
井
記
念
病
院
は
、
３
つ
の
棟
に
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
混
在
し
て
い
る
が
、
建
て
替
え
後
は
、
入
院

機
能
と
中
央
診
療
機
能
を
集
約
し
た
「
入
院
棟
」
と

外
来
機
能
に
特
化
し
た
「
外
来
棟
」
の
２
棟
構
成
と
な

る
。
こ
の
う
ち
入
院
棟
は
、
地
上
19
階
・
地
下
2
階
、
延

床
面
積
約
2
8,
7
5
0
㎡
に
、
病
床
数
４
８
２
床
、
13

の
手
術
室
に
加
え
、
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
、
冠

動
脈
疾
患
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
、
高
度
治

療
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
な
ど
を
備
え
る
。
09
年
１
月
か

ら
の
本
格
稼
働
後
、
外
来
棟
建
設
工
事
が
行
わ
れ
、

2
0
1
1
年
９
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。 

　
西
氏
は
、
今
回
の
新
入
院
棟
建
設
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
い
う
。「
当
病
院
は
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
、

患
者
さ
ん
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
す
べ
て
の
人
か
ら
支

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
今
も
多
く

の
人
に
来
院
し
て
頂
き
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
も
、

他
の
病
院
ほ
ど
に
は
苦
労
し
て
い
ま
せ
ん
。
病
院
経
営

と
い
う
の
は
良
い
循
環
に
入
る
と
、
ど
ん
ど
ん
良
く
な
る

も
の
で
す
。
患
者
さ
ん
が
増
え
る
と
症
例
も
増
え
る
、

す
る
と
医
師
も
集
ま
り
収
支
も
好
転
す
る
。
ま
た
、
地

域
の
評
判
が
良
い
と
看
護
師
も
集
ま
る
と
い
っ
た
具
合

で
す
。
逆
に
、
悪
い
循
環
に
入
る
と
、
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

る
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
新
入
院
棟
建
設
が
１
つ
の
起

点
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
好
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
む
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
」 

 

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
連
携
で 

　
解
決
策
を
提
供
す
る 

 

　
三
井
記
念
病
院
の
ケ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
金

融
面
で
の
支
援
に
加
え
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
で
あ
る
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
（
日

経
研
）
と
連
携
し
な
が
ら
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
向
け
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。 

　
す
で
に
、
日
経
研
は
医
療
・
病
院
分
野
で
、
病
院
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
や
自
治
体
病

院
に
関
す
る
経
営
計
画
検
討
支
援
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
分
野
へ
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
す
べ
く
、
08
年
４
月
に
医
療
福
祉
部

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

　
同
部
で
は
、
公
立
病
院
向
け
に
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

の
策
定
等
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
、「
病
院
基

本
計
画
」「
事
業
計
画
」
策
定
等
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
業
務
、

民
間
活
力
導
入
等
「
病
院
経
営
形
態
見
直
し
」
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
、
民
間
病
院
向
け
に
経
営

分
析
、
事
業
計
画
づ
く
り
等
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
行
う
ほ
か
、
医
療
を
め
ぐ
る
諸
課
題
等
に
関

す
る
調
査
・
研
究
業
務
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。 

　
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
色
は
２
つ
あ
る
。
ま
ず
、
中
立
的
・

公
益
的
・
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
だ
。
公
立
・

民
間
を
問
わ
ず
、

医
療
機
関
は
公

的
な
色
彩
を
持

つ
。
特
に
地
域

に
対
す
る
責
任

が
大
き
い
こ
と

か
ら
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
際

し
て
は
中
立
的
・

公
益
的
・
長
期

的
な
視
点
が
欠

か
せ
な
い
。 

　
次
に
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
連
携
を
活
か
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
力
だ
。
財
務
分
析
や
審
査
、
金
融
面
を
含
め
て
サ
ポ

ー
ト
出
来
る
点
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
強
み
に
な
っ
て

い
る
。 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、五
十
嵐
誠
・
同
部
研
究

主
幹
は
次
の
よ
う
に
語
る
。 

　
「
こ
れ
ま
で
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
病
院
に
対
し
て
、

総
合
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
こ
と
の
で
き

る
組
織
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営
計
画
か
ら
現
場

の
改
善
提
案
ま
で
の
一
貫
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
。
現
場
だ
け
改
善
し
て
も
、
基
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見

え
て
い
な
い
と
経
営
改
革
は
持
続
し
な
い
し
、
現
場
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
す
る
経
営
シ
ス
テ
ム
を
作
る
に

は
、
か
な
り
説
得
力
の
あ
る
経
営
計
画
が
必
要
で
す
。

病
院
経
営
者
の
方
々
に
は
、
そ
の
点
を
理
解
し
た
う
え

で
、
経
営
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」 

　
そ
の
上
で
五
十
嵐
は
、
前
出
・
西
氏
と
同
様
の
見
方

を
し
て
言
う
。「
経
営
が
う
ま
く
い
く
と
、
自
ず
と
人

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し

て
く
る
と
、
経
営
は
良
い
循
環
に
入
り
、
収
益
も
安
定

す
る
。
良
い
循
環
に
入
る
か
、
そ
れ
と
も
悪
い
循
環
に

陥
る
か
、
今
後
の
経
営
改
革
の
成
否
に
よ
っ
て
、
そ
の
明

暗
が
は
っ
き
り
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」 

　
医
療
・
福
祉
の
「
質
」
の
向
上
は
、
地
域
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
だ
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、Ｍ
＆
Ａ
支
援
、
情
報
発
信
を
軸
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、こ
の
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 



持
ち
前
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で 

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の 

新
た
な
流
れ
を
創
る
。 

株式会社環境経営総合研究所 

代表取締役社長　松下　敬通 氏 

 

Designship 未来人図鑑 

Designship 未来人図鑑 Designship 未来人図鑑 

　古紙のリサイクル方法は?と聞かれて、多くの人が連想するのは再生紙だろう。では、それ以外に何がある?と聞かれたら、答えに

窮するのではないだろうか。実際、かつては再生紙以外に古紙のリサイクル方法はなかった。そこに目をつけたのが環境経営総合

研究所（以下、環境総研）の松下敬通氏だ。再生紙に適さない古紙を独自の技術で再資源化して、リサイクル製品を作り出している。

これによって紙の焼却量が減り、ＣＯ２の排出削減に貢献するとともに、紙リサイクル製品による既存化石製品の代替が進んでいる。

今、松下氏が創り上げたビジネスモデルは、循環型サステナブル社会に対応するものとして注目を集めている。 

再
生
紙
に
適
さ
な
い 

古
紙
を
新
素
材
に 

 

　
古
紙
は
、そ
の
す
べ
て
が
再
生
紙
に
適
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
紙
加
工
や
印
刷
の
過

程
で
大
量
に
排
出
さ
れ
る
紙
の
端
材
や
、シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
で
細
断
さ
れ
た
紙
片
は
、繊
維
が
短
い
た
め
再

生
紙
に
は
適
さ
な
い
。
そ
の
た
め
、
大
半
が
回
収
さ

れ
ず
産
業
廃
棄
古
紙
と
し
て
焼
却
や
埋
立
て
処
分

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
量
は
、
紙
の
年
間
生
産
量
の
約

18
％
、約
５
５
０
万
ト
ン
に
も
及
ぶ
。 

　
環
境
総
研
で
は
、こ
の
廃
棄
古
紙
を
主
原
料
と

し
て
成
形
素
材
に
加
工
し
、緩
衝
剤
、断
熱
材
、発

泡
食
品
ト
レ
ー
な
ど
の
工
業
用
品
、櫛
や
箸
な
ど
の

生
活
用
品
を
生
産
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
、リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
く
「
紙
製
品
」
で
、使
用
後
は
「
可
燃

物
」
と
し
て
処
理
出
来
、焼
却
し
て
も
有
毒
ガ
ス
は

出
な
い
。 

　
主
力
と
な
る
成
形
素
材
が
「
ア
ー
ス
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
古
紙
発
泡
体
だ
。
そ
の
技
術
的
な
仕

組
み
は
、ま
ず
古
紙
を
機
械
で
す
り
つ
ぶ
し
て
50
マ

イ
ク
ロ（
マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
万
分
の
１
）メ
ー
ト
ル
の

粉
末
に
す
る
。
こ
の
粉
に
特
殊
な
澱
粉
と
樹
脂
を

混
ぜ
、
水
蒸
気
で
発
泡
さ
せ
て
固
め
る
と
、そ
こ
に

空
気
の
層
が
出
来
て
、こ
れ
が
断
熱
性
、緩
衝
性
を

持
つ
。
現
在
、大
手
精
密
機
器
・
部
品
、自
動
車
、家

電
の
各
メ
ー
カ
ー
向
け
に
製
品
梱
包
用
の
緩
衡
材

と
し
て
、大
手
住
宅
、空
調
機
器
の
各
メ
ー
カ
ー
、建

材
商
社
向
け
に
断
熱
材
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。 

　
も
う
１
つ
の
成
形
素
材
が
「
マ
プ
カ
」
だ
。
古
紙
の

粉
を
樹
脂
と
混
ぜ
て
固
め
た
も
の
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
同
様
に
成
形
出
来
る
こ
と
か
ら
、既
存
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
紙
製
品
の
代
替
品
と
し
て
高
い
汎
用
性
を

持
つ
。
大
手
ホ
テ
ル
が
客
室
用
の
櫛
に
、Ｊ
Ａ（
全
農
）

が
イ
ベ
ン
ト
用
の
食
器
や
コ
ッ
プ
に
採
用
す
る
な
ど
、

そ
の
用
途
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。 

 

誰
も
や
ら
な
い
こ
と
を 

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る 
 

　
松
下
氏
が
19
年
間
勤
め
た
大
手
損
保
を
辞
め
起

業
し
た
の
は
98
年
。
だ
が
、そ
の
企
業
家
精
神
は
、

す
で
に
学
生
時
代
に
芽
生
え
て
い
た
。 

　
「
当
時
、流
通
業
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
言
わ
れ

て
い
た
ダ
イ
エ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
強
い
共
感
を
覚
え
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く
、こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
将
来
何
か
商
売
を
し
て
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

　
事
実
、
損
保
へ
入
社
後
の
松
下
氏
は
、そ
の
思
い

を
カ
タ
チ
に
し
て
い
っ
た
。
在
職
19
年
の
う
ち
の
12

年
間
、本
部
で
企
画
立
案
の
仕
事
を
担
当
し
た
が
、

机
の
上
で
考
え
て
も
ダ
メ
と
ひ
た
す
ら
現
場
に
足

を
運
び
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
声
を
集
め
て
は
企
画
に
ま

と
め
、
役
員
会
に
提
案
し
続
け
た
の
だ
。
そ
の
後
、

法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の
た
め
の
手
法
、チ
ャ
ネ
ル

開
発
に
取
組
み
、会
社
が
こ
れ
ま
で
未
開
拓
だ
っ
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
網
掛
け
、
及
び
具
体
的
な
営
業
推

進
活
動
ま
で
、数
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
陣
に
立
っ
て

す
す
め
、成
果
を
出
し
続
け
た
。 

　
こ
の
時
、
40
代
を
迎
え
て
い
た
松
下
氏
は
、
初
め

て
転
身
を
考
え
た
と
い
う
。 

　
「
そ
れ
ま
で
自
分
の
生
き
方
で
一
貫
し
て
い
た
の

は
、誰
も
や
ら
な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
挑
ん
で
き
た
と
い

う
こ
と
。
と
に
か
く
、
物
事
を
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
こ

と
が
大
好
き
で
し
た
。
し
か
し
、当
時
の
保
険
業
界

は
、
護
送
船
団
の
保
護
行
政
下
で
厳
し
い
規
制
が

あ
り
、保
険
以
外
の
事
業
を
や
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

な
ら
ば
、
枠
の
外
へ
出
て
自
分
の
思
い
を
実
現
さ
せ

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」 

　
企
業
人
と
し
て
大
き
な
課
題
に
挑
戦
し
、
成
果

を
上
げ
た
こ
と
で
、長
く
内
に
秘
め
て
来
た
起
業
家

精
神
が
押
さ
え
難
く
台
頭
し
、松
下
氏
を
動
か
し

た
の
だ
。 

　
「
損
保
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、経
験
も
人
脈
も
ま

っ
た
く
な
い
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の
世
界
へ
飛
び

込
み
、そ
れ
ま
で
出
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち
に
接
し
、

新
し
い
知
識
を
吸
収
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り

ま
し
た
。
あ
そ
こ
で
鍛
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
今
の

自
分
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

 

失
敗
を
教
訓
に 

独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
追
求 

 

　
独
立
・
起
業
を
決
め
た
松
下
氏
が
選
ん
だ
事
業

テ
ー
マ
が
「
環
境
」
だ
っ
た
。
損
保
時
代
、行
政
窓
口

も
担
当
し
て
い
た
松
下
氏
は
、そ
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
て
、
今
後
、
国
レ
ベ
ル
で
何
が
最
重
要
課
題
と

な
る
の
か
、
関
係
官
庁
相
手
に
リ
サ
ー
チ
し
た
。
そ

の
結
果
、た
ど
り
着
い
た
答
え
が
環
境
分
野
だ
っ
た

の
だ
。 

　
「
95
年
に
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
『
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
』が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、環
境
対
策

が
国
家
的
な
重
要
課
題
と
な
る
中
で
、今
後
、新
た

な
立
法
化
が
進
め
ば
環
境
分
野
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、環
境
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
新
規
株
式
上
場
）を
支
援
す
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
や
ろ
う
と
決
め
た
の
で
す
」 

　
こ
う
し
て
98
年
、
松
下
氏
は
た
っ
た
１
人
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、い
き
な
り
出
鼻
を
く
じ

か
れ
る
。
最
初
の
顧
客
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
夜
逃
げ
さ
れ
、出

資
金
を
失
っ
た
の
だ
。 

　
「
19
年
間
大
手
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ
て

来
た
人
間
が
、い
か
に
世
の
中
を
知
ら
な
か
っ
た
か

を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
や

ろ
う
と
す
る
人
間
が
、こ
ん
な
無
知
で
は
務
ま
ら

な
い
と
、
夜
逃
げ
処
理
の
中
で
知
り
合
っ
た
機
械
・

原
料
メ
ー
カ
ー
に
1
年
余
り
弟
子
入
り
し
、
廃
棄

物
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
モ
ノ
づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
を

学
ん
だ
の
で
す
」 

　
現
場
で
の
経
験
と
機
械
、
電
気
な
ど
に
関
す
る

専
門
知
識
を
蓄
え
る
中
で
、廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
松
下
氏
の
興
味
は
強
ま
り
、
遂
に
は
環
境

総
研
の
基
盤
事
業
と
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
中
で
出
会
っ
た
の
が
廃
棄
古
紙
だ
っ
た
。 

　
「
知
り
合
い
の
産
廃
業
者
か
ら
面
白
い
も
の
が
あ

る
と
聞
き
、出
か
け
て
み
る
と
、綿
屑
の
よ
う
に
な
っ

た
古
紙
で
し
た
。
燃
や
す
と
粉
塵
が
俟
っ
て
危
な
い

の
で
埋
め
る
し
か
な
い
。
何
万
ト
ン
と
あ
る
が
、何
か

に
使
え
な
い
か
と
い
う
。
紙
を
再
生
材
料
に
す
る
に

は
粉
末
に
す
る
し
か
な
い
と
思
い
、
早
速
、
試
作
品

作
り
に
か
か
り
ま
し
た
」 

　
松
下
氏
は
、
何
と
か
成
形
物
に
仕
上
げ
て
売
り

込
み
に
回
っ
た
。
そ
の
結
果
、大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
マ
ツ
ダ
か
ら
部
品
を
輸
出
す
る
際
の
緩
衝
材
に
使

え
る
と
評
価
さ
れ
、大
量
の
発
注
を
受
け
た
。
と
こ

ろ
が
、
古
紙
を
50
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル
に
ま
で

大
量
に
粉
砕
す
る
技
術
を
持
つ
企
業
が
な
い
こ
と
が

分
か
り
、日
本
中
を
探
し
回
っ
た
も
の
の
見
つ
か
ら

ず
、結
局
自
前
で
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

　
「
こ
の
時
期
、ま
さ
に
手
探
り
の
連
続
で
し
た
。

で
も
そ
の
後
、ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
の
協
力
を
得
て
、断
熱

材
の
開
発
に
も
こ
ぎ
着
け
た
の
で
す
」 

　
02
年
に
は
住
友
商
事
ケ
ミ
カ
ル
と
総
代
理
店
契

約
を
締
結
、
販
売
量
も
着
実
に
伸
び
て
い
っ
た
。
以

後
、「
03
年
度
か
ら
ま
と
も
な
売
上
と
利
益
が
出

始
め
ま
し
た
」
と
言
う
よ
う
に
、事
業
は
軌
道
に
乗

り
始
め
た
の
だ
っ
た
。
2
0
0
6
年
以
降
、こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、様
々

な
賞
を
受
賞
し
た
。 

2
0
0
6
年 

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
（
優
秀
賞
）
、

2
0
0
7
年 

ジ
ャ
パ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
ド（
経
済

産
業
大
臣
賞
）、も
の
づ
く
り
日
本
大
賞（
優
秀
賞
）

2
0
0
8
年 

ジ
ャ
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド（
優
秀

賞
）
、超
も
の
づ
く
り
部
品
大
賞
（
環
境
関
連
部
品

賞
）、エ
コ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ（
敢
闘
賞
）、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
大
賞（
審
査
院
長
特
別
賞
） 

 

次
代
の
環
境
企
業
家
を 

自
ら
の
手
で
育
て
た
い 

 　
松
下
氏
に
は
独
自
の
経
営
哲
学
が
あ
る
。
初
め
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
あ
り
き
。
す
な
わ
ち
、ど
ん
な
に
優
れ
た

製
品
も
市
場
で
流
通
し
な
け
れ
ば
無
価
値
と
い
う

認
識
だ
。 

　
「
技
術
者
は
モ
ノ
づ
く
り
に
は
命
を
か
け
る
が
、会

社
を
守
る
こ
と
に
は
意
外
と
無
頓
着
で
、そ
の
結
果
、

事
業
に
失
敗
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
多
い
の
で
す
。

初
め
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
考
え
る
こ
と
こ
そ
成
功
の
鍵
。

だ
か
ら
、う
ち
で
は
お
客
さ
ま
と
契
約
し
た
あ
と
で

な
い
と
モ
ノ
作
り
に
は
入
り
ま
せ
ん
」 

　
創
業
か
ら
10
年
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
今
後

の
経
営
に
つ
い
て
、松
下
氏
は
次
の
よ
う
に
展
望
す
る
。 

　
「
ま
ず
国
内
で
は
、こ
の
先
１
年
位
で
大
手
家
電
・

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
実
現
し
、積
極
的
な

シ
ェ
ア
獲
得
を
め
ざ
し
た
い
。
そ
し
て
、あ
と
２
年
で
売

上
50
億
、営
業
利
益
10
％
を
出
せ
る
会
社
に
し
た
い
。

海
外
展
開
で
は
、既
に
06
年
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
工
場

を
設
立
し
た
韓
国
に
続
い
て
、東
南
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
」 

　
さ
ら
に
松
下
氏
に
は
今
、２
つ
の
将
来
目
標
が
あ

る
。
１
つ
は
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
企
業
に
な
る
こ
と
。
そ
し
て
、自
ら
の
手
で

次
世
代
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ

と
だ
。
特
に
人
材
育
成
は
国
家
的
課
題
だ
と
い
う
。 

　
「
私
は
今
、４
つ
の
専
門
大
学
院
で
講
師
を
し
て

い
ま
す
が
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
学
生
の
理
解

は
驚
く
ほ
ど
遅
れ
て
い
ま
す
。
環
境
学
者
は
い
て
も

実
務
の
専
門
家
が
い
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
で
日
本
は
世
界
と
戦
え
ま
せ
ん
」 

　
循
環
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
対
応
し
た
技

術
と
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
加
え
、
次
代
の

環
境
企
業
家
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
自
分
の
使
命

│
│
松
下
氏
は
、
そ
の
信
念
を
貫
く
べ
く
、
持
ち

前
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
前
人
未
踏
の
挑
戦
を

続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。 

環境総合研究所が開発したさまざまな商品群。循環型
サステナブル社会に向けた、具体的な研究成果である。
緩衝材や建材として使用される断熱材をはじめ、靴べら、
櫛、クリップ、箸・器などの日用品、原料が紙であるため安
全性にも優れた玩具など、幅広い分野に拡がっている。
昨今、新たにDVDホルダなども開発・商品化され、2008
超ものづくり部品大賞環境関連部品賞を受賞した。 

Takamichi Matsushita 
1954年生まれ。大学卒業後、大手
損保へ入社。98年に独立し、環境
経営総合研究所を設立。「もともと、
ゼロからすべてを始める人間なので、
独立には何の不安もなかったので
すが、起業後はもうダメかなと思った
ことが何度もあります。特に最初の
４年間は毎日、この先どうやって食
べていこうかと思ってましたね。この
間は行政の中小企業支援施策を
フル活用して制度融資や補助金で
ひたすら開発に取組んでいました。」 

DBJ's Eye

欧州の環境政策をどうみるか 
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環 し 

も 

境
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
々
は
制
度
作
り
が
う
ま
い
と
い
わ
れ

る
。
事
実
、I
S
O
や
E
M
A
S
な
ど
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
E
M
S
）に
始
ま
り
、拡
大
生
産

者
責
任（
E
P
R
）に
基
づ
く
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
、排

出
量
取
引
市
場
の
整
備
、フ
ィ
ー
ド
イ
ン
タ
リ
フ
制

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
、W
E
E
E

（
廃
電
気
電
子
機
器
指
令
）
、R
o
H
S
（
電
気
電

子
機
器
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
使
用
制
限

に
関
す
る
指
令
）
と
来
て
R
E
A
C
H
（
化
学
物

質
に
関
す
る
規
制
）な
ど
な
ど
、こ
の
と
こ
ろ
、欧
州

生
ま
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
ル
ー
ル
に
世
界
中
が
振

り
回
さ
れ
て
い
る
印
象
す
ら
あ
る
。
ま
さ
し
く
、

「
環
境
先
進
地
域
・
欧
州
」
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
。 か

し
、
少
し
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
よ

う
。
そ
も
そ
も
、な
ぜ
こ
こ
ま
で
各
種
制

度
・
ル
ー
ル
を
精
緻
に
作
り
こ
む
の
か
。
実
は
、作
り

込
ま
な
け
れ
ば
回
ら
な
い
切
実
な
事
情
が
あ
る
。

欧
州
連
合
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
利
害
調
整
が
必

要
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、個
々
の
加
盟
国
の
社
会

自
体
が
多
層
構
造
で
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
め
ぐ

る
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
主
要
国
の
対
立
を
振
り
返
っ
て

み
て
も
、イ
ス
ラ
ム
社
会
を
懐
に
抱
え
る
欧
州
社
会

の
複
雑
さ
が
透
け
て
見
え
る
だ
ろ
う
。い
ず
れ
に
せ

よ
、日
本
社
会
の
以
心
伝
心
と
は
全
く
異
な
る
カ
ル

チ
ャ
ー
を
背
景
に
、悉
く
ル
ー
ル
化
し
な
け
れ
ば
事

が
進
ま
な
い
事
情
が
あ
る
点
は
念
頭
に
置
く
べ
き

だ
。
実
は
、
細
か
く
ル
ー
ル
が
作
り
込
ま
れ
た
社
会

で
は
、個
々
人
の
環
境
意
識
は
大
し
て
問
題
に
な
ら

な
い
。
実
際
、
80
年
代
は
い
ざ
知
ら
ず
、
筆
者
の
在

欧
期
間
を
通
じ
て
、市
民
レ
ベ
ル
で
は
眉
間
に
皺
を

寄
せ
て
環
境
保
全
が
議
論
さ
れ
る
雰
囲
気
は
あ
ま

り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

う
一
つ
。
最
近
と
み
に
顕
著
な
、
環
境
政

策
と
産
業
政
策
の
一
体
化
と
い
う
傾
向

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば

2
0
0
6
年
10
月
に
ド
イ
ツ
政
府
が
発
表
し
た
「
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
な
産
業
政
策
」
と
題
す
る
報
告
書
が
あ

る
。
こ
の
報
告
の
中
で
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、

B
R
I
C
s
の
台
頭
な
ど
国
際
経
済
の
分
業
体
制

が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
自
ら
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

資
源
効
率
と
環
境
保
全
技
術
の
提
供
者
と
明
確
に

打
ち
出
し
て
い
る
。
政
府
の
役
割
は
、環
境
分
野
に

お
け
る
技
術
革
新
を
す
す
め
輸
出
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
す
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
、す
な

わ
ち
、明
日
、世
界
市
場
で
ド
イ
ツ
企
業
が
優
位
に

立
て
る
よ
う
に
、今
日
、国
内
に
先
行
し
て
市
場
を

創
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。こ
れ
は
、リ
サ
イ
ク
ル
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
お
い
て
ド
イ
ツ
が

進
め
て
き
た
環
境
政
策
の
流
れ
そ
の
も
の
だ
。
国
内

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
先
行
整
備
し
て
、
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、「
環
境
先
進
国
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
世
界
に

打
っ
て
出
る
の
は
ド
イ
ツ
環
境
産
業
の
典
型
的
な
勝

ち
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
環
境
政
策
は
、ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
企
業
の
競
争
力
強
化
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
る

わ
け
だ
。 

世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
も
い
わ
れ
る
。
わ

が
国
の
企
業
経
営
面
で
も
環
境
や
社
会

へ
の
配
慮
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、そ
の
際
に
欧
州
で
の
「
先
駆
的
な
」
取
組
み
が

参
照
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、情
報

を
鵜
呑
み
に
す
る
の
は
問
題
だ
。
活
か
す
べ
き
所
は

先
行
者
の
経
験
と
し
て
素
直
に
学
び
つ
つ
も
、日
本

と
し
て
の
独
自
の
視
座
を
失
わ
な
い
こ
と
が
大
切

だ
ろ
う
。 

 

今 



持
ち
前
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で 

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の 

新
た
な
流
れ
を
創
る
。 

株式会社環境経営総合研究所 

代表取締役社長　松下　敬通 氏 

 

Designship 未来人図鑑 
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　古紙のリサイクル方法は?と聞かれて、多くの人が連想するのは再生紙だろう。では、それ以外に何がある?と聞かれたら、答えに

窮するのではないだろうか。実際、かつては再生紙以外に古紙のリサイクル方法はなかった。そこに目をつけたのが環境経営総合

研究所（以下、環境総研）の松下敬通氏だ。再生紙に適さない古紙を独自の技術で再資源化して、リサイクル製品を作り出している。

これによって紙の焼却量が減り、ＣＯ２の排出削減に貢献するとともに、紙リサイクル製品による既存化石製品の代替が進んでいる。

今、松下氏が創り上げたビジネスモデルは、循環型サステナブル社会に対応するものとして注目を集めている。 

再
生
紙
に
適
さ
な
い 

古
紙
を
新
素
材
に 

 

　
古
紙
は
、そ
の
す
べ
て
が
再
生
紙
に
適
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
紙
加
工
や
印
刷
の
過

程
で
大
量
に
排
出
さ
れ
る
紙
の
端
材
や
、シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
で
細
断
さ
れ
た
紙
片
は
、繊
維
が
短
い
た
め
再

生
紙
に
は
適
さ
な
い
。
そ
の
た
め
、
大
半
が
回
収
さ

れ
ず
産
業
廃
棄
古
紙
と
し
て
焼
却
や
埋
立
て
処
分

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
量
は
、
紙
の
年
間
生
産
量
の
約

18
％
、約
５
５
０
万
ト
ン
に
も
及
ぶ
。 

　
環
境
総
研
で
は
、こ
の
廃
棄
古
紙
を
主
原
料
と

し
て
成
形
素
材
に
加
工
し
、緩
衝
剤
、断
熱
材
、発

泡
食
品
ト
レ
ー
な
ど
の
工
業
用
品
、櫛
や
箸
な
ど
の

生
活
用
品
を
生
産
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
、リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
く
「
紙
製
品
」
で
、使
用
後
は
「
可
燃

物
」
と
し
て
処
理
出
来
、焼
却
し
て
も
有
毒
ガ
ス
は

出
な
い
。 

　
主
力
と
な
る
成
形
素
材
が
「
ア
ー
ス
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
古
紙
発
泡
体
だ
。
そ
の
技
術
的
な
仕

組
み
は
、ま
ず
古
紙
を
機
械
で
す
り
つ
ぶ
し
て
50
マ

イ
ク
ロ（
マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
万
分
の
１
）メ
ー
ト
ル
の

粉
末
に
す
る
。
こ
の
粉
に
特
殊
な
澱
粉
と
樹
脂
を

混
ぜ
、
水
蒸
気
で
発
泡
さ
せ
て
固
め
る
と
、そ
こ
に

空
気
の
層
が
出
来
て
、こ
れ
が
断
熱
性
、緩
衝
性
を

持
つ
。
現
在
、大
手
精
密
機
器
・
部
品
、自
動
車
、家

電
の
各
メ
ー
カ
ー
向
け
に
製
品
梱
包
用
の
緩
衡
材

と
し
て
、大
手
住
宅
、空
調
機
器
の
各
メ
ー
カ
ー
、建

材
商
社
向
け
に
断
熱
材
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。 

　
も
う
１
つ
の
成
形
素
材
が
「
マ
プ
カ
」
だ
。
古
紙
の

粉
を
樹
脂
と
混
ぜ
て
固
め
た
も
の
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
同
様
に
成
形
出
来
る
こ
と
か
ら
、既
存
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
紙
製
品
の
代
替
品
と
し
て
高
い
汎
用
性
を

持
つ
。
大
手
ホ
テ
ル
が
客
室
用
の
櫛
に
、Ｊ
Ａ（
全
農
）

が
イ
ベ
ン
ト
用
の
食
器
や
コ
ッ
プ
に
採
用
す
る
な
ど
、

そ
の
用
途
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。 

 

誰
も
や
ら
な
い
こ
と
を 

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る 

 

　
松
下
氏
が
19
年
間
勤
め
た
大
手
損
保
を
辞
め
起

業
し
た
の
は
98
年
。
だ
が
、そ
の
企
業
家
精
神
は
、

す
で
に
学
生
時
代
に
芽
生
え
て
い
た
。 

　
「
当
時
、流
通
業
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
言
わ
れ

て
い
た
ダ
イ
エ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
強
い
共
感
を
覚
え
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く
、こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
将
来
何
か
商
売
を
し
て
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

　
事
実
、
損
保
へ
入
社
後
の
松
下
氏
は
、そ
の
思
い

を
カ
タ
チ
に
し
て
い
っ
た
。
在
職
19
年
の
う
ち
の
12

年
間
、本
部
で
企
画
立
案
の
仕
事
を
担
当
し
た
が
、

机
の
上
で
考
え
て
も
ダ
メ
と
ひ
た
す
ら
現
場
に
足

を
運
び
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
声
を
集
め
て
は
企
画
に
ま

と
め
、
役
員
会
に
提
案
し
続
け
た
の
だ
。
そ
の
後
、

法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の
た
め
の
手
法
、チ
ャ
ネ
ル

開
発
に
取
組
み
、会
社
が
こ
れ
ま
で
未
開
拓
だ
っ
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
網
掛
け
、
及
び
具
体
的
な
営
業
推

進
活
動
ま
で
、数
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
陣
に
立
っ
て

す
す
め
、成
果
を
出
し
続
け
た
。 

　
こ
の
時
、
40
代
を
迎
え
て
い
た
松
下
氏
は
、
初
め

て
転
身
を
考
え
た
と
い
う
。 

　
「
そ
れ
ま
で
自
分
の
生
き
方
で
一
貫
し
て
い
た
の

は
、誰
も
や
ら
な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
挑
ん
で
き
た
と
い

う
こ
と
。
と
に
か
く
、
物
事
を
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
こ

と
が
大
好
き
で
し
た
。
し
か
し
、当
時
の
保
険
業
界

は
、
護
送
船
団
の
保
護
行
政
下
で
厳
し
い
規
制
が

あ
り
、保
険
以
外
の
事
業
を
や
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

な
ら
ば
、
枠
の
外
へ
出
て
自
分
の
思
い
を
実
現
さ
せ

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」 

　
企
業
人
と
し
て
大
き
な
課
題
に
挑
戦
し
、
成
果

を
上
げ
た
こ
と
で
、長
く
内
に
秘
め
て
来
た
起
業
家

精
神
が
押
さ
え
難
く
台
頭
し
、松
下
氏
を
動
か
し

た
の
だ
。 

　
「
損
保
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、経
験
も
人
脈
も
ま

っ
た
く
な
い
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の
世
界
へ
飛
び

込
み
、そ
れ
ま
で
出
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち
に
接
し
、

新
し
い
知
識
を
吸
収
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り

ま
し
た
。
あ
そ
こ
で
鍛
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
今
の

自
分
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

 

失
敗
を
教
訓
に 

独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
追
求 

 

　
独
立
・
起
業
を
決
め
た
松
下
氏
が
選
ん
だ
事
業

テ
ー
マ
が
「
環
境
」
だ
っ
た
。
損
保
時
代
、行
政
窓
口

も
担
当
し
て
い
た
松
下
氏
は
、そ
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
て
、
今
後
、
国
レ
ベ
ル
で
何
が
最
重
要
課
題
と

な
る
の
か
、
関
係
官
庁
相
手
に
リ
サ
ー
チ
し
た
。
そ

の
結
果
、た
ど
り
着
い
た
答
え
が
環
境
分
野
だ
っ
た

の
だ
。 

　
「
95
年
に
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
『
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
』が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、環
境
対
策

が
国
家
的
な
重
要
課
題
と
な
る
中
で
、今
後
、新
た

な
立
法
化
が
進
め
ば
環
境
分
野
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、環
境
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
新
規
株
式
上
場
）を
支
援
す
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
や
ろ
う
と
決
め
た
の
で
す
」 

　
こ
う
し
て
98
年
、
松
下
氏
は
た
っ
た
１
人
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、い
き
な
り
出
鼻
を
く
じ

か
れ
る
。
最
初
の
顧
客
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
夜
逃
げ
さ
れ
、出

資
金
を
失
っ
た
の
だ
。 

　
「
19
年
間
大
手
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ
て

来
た
人
間
が
、い
か
に
世
の
中
を
知
ら
な
か
っ
た
か

を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
や

ろ
う
と
す
る
人
間
が
、こ
ん
な
無
知
で
は
務
ま
ら

な
い
と
、
夜
逃
げ
処
理
の
中
で
知
り
合
っ
た
機
械
・

原
料
メ
ー
カ
ー
に
1
年
余
り
弟
子
入
り
し
、
廃
棄

物
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
モ
ノ
づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
を

学
ん
だ
の
で
す
」 

　
現
場
で
の
経
験
と
機
械
、
電
気
な
ど
に
関
す
る

専
門
知
識
を
蓄
え
る
中
で
、廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
松
下
氏
の
興
味
は
強
ま
り
、
遂
に
は
環
境

総
研
の
基
盤
事
業
と
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
中
で
出
会
っ
た
の
が
廃
棄
古
紙
だ
っ
た
。 

　
「
知
り
合
い
の
産
廃
業
者
か
ら
面
白
い
も
の
が
あ

る
と
聞
き
、出
か
け
て
み
る
と
、綿
屑
の
よ
う
に
な
っ

た
古
紙
で
し
た
。
燃
や
す
と
粉
塵
が
俟
っ
て
危
な
い

の
で
埋
め
る
し
か
な
い
。
何
万
ト
ン
と
あ
る
が
、何
か

に
使
え
な
い
か
と
い
う
。
紙
を
再
生
材
料
に
す
る
に

は
粉
末
に
す
る
し
か
な
い
と
思
い
、
早
速
、
試
作
品

作
り
に
か
か
り
ま
し
た
」 

　
松
下
氏
は
、
何
と
か
成
形
物
に
仕
上
げ
て
売
り

込
み
に
回
っ
た
。
そ
の
結
果
、大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
マ
ツ
ダ
か
ら
部
品
を
輸
出
す
る
際
の
緩
衝
材
に
使

え
る
と
評
価
さ
れ
、大
量
の
発
注
を
受
け
た
。
と
こ

ろ
が
、
古
紙
を
50
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル
に
ま
で

大
量
に
粉
砕
す
る
技
術
を
持
つ
企
業
が
な
い
こ
と
が

分
か
り
、日
本
中
を
探
し
回
っ
た
も
の
の
見
つ
か
ら

ず
、結
局
自
前
で
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

　
「
こ
の
時
期
、ま
さ
に
手
探
り
の
連
続
で
し
た
。

で
も
そ
の
後
、ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
の
協
力
を
得
て
、断
熱

材
の
開
発
に
も
こ
ぎ
着
け
た
の
で
す
」 

　
02
年
に
は
住
友
商
事
ケ
ミ
カ
ル
と
総
代
理
店
契

約
を
締
結
、
販
売
量
も
着
実
に
伸
び
て
い
っ
た
。
以

後
、「
03
年
度
か
ら
ま
と
も
な
売
上
と
利
益
が
出

始
め
ま
し
た
」
と
言
う
よ
う
に
、事
業
は
軌
道
に
乗

り
始
め
た
の
だ
っ
た
。
2
0
0
6
年
以
降
、こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、様
々

な
賞
を
受
賞
し
た
。 

2
0
0
6
年 

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
（
優
秀
賞
）
、

2
0
0
7
年 

ジ
ャ
パ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
ド（
経
済

産
業
大
臣
賞
）、も
の
づ
く
り
日
本
大
賞（
優
秀
賞
）

2
0
0
8
年 

ジ
ャ
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド（
優
秀

賞
）
、超
も
の
づ
く
り
部
品
大
賞
（
環
境
関
連
部
品

賞
）、エ
コ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ（
敢
闘
賞
）、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
大
賞（
審
査
院
長
特
別
賞
） 

 
次
代
の
環
境
企
業
家
を 

自
ら
の
手
で
育
て
た
い 

 　
松
下
氏
に
は
独
自
の
経
営
哲
学
が
あ
る
。
初
め
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
あ
り
き
。
す
な
わ
ち
、ど
ん
な
に
優
れ
た

製
品
も
市
場
で
流
通
し
な
け
れ
ば
無
価
値
と
い
う

認
識
だ
。 

　
「
技
術
者
は
モ
ノ
づ
く
り
に
は
命
を
か
け
る
が
、会

社
を
守
る
こ
と
に
は
意
外
と
無
頓
着
で
、そ
の
結
果
、

事
業
に
失
敗
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
多
い
の
で
す
。

初
め
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
考
え
る
こ
と
こ
そ
成
功
の
鍵
。

だ
か
ら
、う
ち
で
は
お
客
さ
ま
と
契
約
し
た
あ
と
で

な
い
と
モ
ノ
作
り
に
は
入
り
ま
せ
ん
」 

　
創
業
か
ら
10
年
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
今
後

の
経
営
に
つ
い
て
、松
下
氏
は
次
の
よ
う
に
展
望
す
る
。 

　
「
ま
ず
国
内
で
は
、こ
の
先
１
年
位
で
大
手
家
電
・

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
実
現
し
、積
極
的
な

シ
ェ
ア
獲
得
を
め
ざ
し
た
い
。
そ
し
て
、あ
と
２
年
で
売

上
50
億
、営
業
利
益
10
％
を
出
せ
る
会
社
に
し
た
い
。

海
外
展
開
で
は
、既
に
06
年
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
工
場

を
設
立
し
た
韓
国
に
続
い
て
、東
南
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
」 

　
さ
ら
に
松
下
氏
に
は
今
、２
つ
の
将
来
目
標
が
あ

る
。
１
つ
は
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
企
業
に
な
る
こ
と
。
そ
し
て
、自
ら
の
手
で

次
世
代
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ

と
だ
。
特
に
人
材
育
成
は
国
家
的
課
題
だ
と
い
う
。 

　
「
私
は
今
、４
つ
の
専
門
大
学
院
で
講
師
を
し
て

い
ま
す
が
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
学
生
の
理
解

は
驚
く
ほ
ど
遅
れ
て
い
ま
す
。
環
境
学
者
は
い
て
も

実
務
の
専
門
家
が
い
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
で
日
本
は
世
界
と
戦
え
ま
せ
ん
」 

　
循
環
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
に
対
応
し
た
技

術
と
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
加
え
、
次
代
の

環
境
企
業
家
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
自
分
の
使
命

│
│
松
下
氏
は
、
そ
の
信
念
を
貫
く
べ
く
、
持
ち

前
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
前
人
未
踏
の
挑
戦
を

続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。 

環境総合研究所が開発したさまざまな商品群。循環型
サステナブル社会に向けた、具体的な研究成果である。
緩衝材や建材として使用される断熱材をはじめ、靴べら、
櫛、クリップ、箸・器などの日用品、原料が紙であるため安
全性にも優れた玩具など、幅広い分野に拡がっている。
昨今、新たにDVDホルダなども開発・商品化され、2008
超ものづくり部品大賞環境関連部品賞を受賞した。 

Takamichi Matsushita 
1954年生まれ。大学卒業後、大手
損保へ入社。98年に独立し、環境
経営総合研究所を設立。「もともと、
ゼロからすべてを始める人間なので、
独立には何の不安もなかったので
すが、起業後はもうダメかなと思った
ことが何度もあります。特に最初の
４年間は毎日、この先どうやって食
べていこうかと思ってましたね。この
間は行政の中小企業支援施策を
フル活用して制度融資や補助金で
ひたすら開発に取組んでいました。」 
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欧州の環境政策をどうみるか 
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環 し 

も 

境
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
々
は
制
度
作
り
が
う
ま
い
と
い
わ
れ

る
。
事
実
、I
S
O
や
E
M
A
S
な
ど
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
E
M
S
）に
始
ま
り
、拡
大
生
産

者
責
任（
E
P
R
）に
基
づ
く
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
、排

出
量
取
引
市
場
の
整
備
、フ
ィ
ー
ド
イ
ン
タ
リ
フ
制

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
、W
E
E
E

（
廃
電
気
電
子
機
器
指
令
）
、R
o
H
S
（
電
気
電

子
機
器
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
使
用
制
限

に
関
す
る
指
令
）
と
来
て
R
E
A
C
H
（
化
学
物

質
に
関
す
る
規
制
）な
ど
な
ど
、こ
の
と
こ
ろ
、欧
州

生
ま
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
ル
ー
ル
に
世
界
中
が
振

り
回
さ
れ
て
い
る
印
象
す
ら
あ
る
。
ま
さ
し
く
、

「
環
境
先
進
地
域
・
欧
州
」
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
。 か

し
、
少
し
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
よ

う
。
そ
も
そ
も
、な
ぜ
こ
こ
ま
で
各
種
制

度
・
ル
ー
ル
を
精
緻
に
作
り
こ
む
の
か
。
実
は
、作
り

込
ま
な
け
れ
ば
回
ら
な
い
切
実
な
事
情
が
あ
る
。

欧
州
連
合
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
利
害
調
整
が
必

要
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、個
々
の
加
盟
国
の
社
会

自
体
が
多
層
構
造
で
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
め
ぐ

る
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
主
要
国
の
対
立
を
振
り
返
っ
て

み
て
も
、イ
ス
ラ
ム
社
会
を
懐
に
抱
え
る
欧
州
社
会

の
複
雑
さ
が
透
け
て
見
え
る
だ
ろ
う
。い
ず
れ
に
せ

よ
、日
本
社
会
の
以
心
伝
心
と
は
全
く
異
な
る
カ
ル

チ
ャ
ー
を
背
景
に
、悉
く
ル
ー
ル
化
し
な
け
れ
ば
事

が
進
ま
な
い
事
情
が
あ
る
点
は
念
頭
に
置
く
べ
き

だ
。
実
は
、
細
か
く
ル
ー
ル
が
作
り
込
ま
れ
た
社
会

で
は
、個
々
人
の
環
境
意
識
は
大
し
て
問
題
に
な
ら

な
い
。
実
際
、
80
年
代
は
い
ざ
知
ら
ず
、
筆
者
の
在

欧
期
間
を
通
じ
て
、市
民
レ
ベ
ル
で
は
眉
間
に
皺
を

寄
せ
て
環
境
保
全
が
議
論
さ
れ
る
雰
囲
気
は
あ
ま

り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

う
一
つ
。
最
近
と
み
に
顕
著
な
、
環
境
政

策
と
産
業
政
策
の
一
体
化
と
い
う
傾
向

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば

2
0
0
6
年
10
月
に
ド
イ
ツ
政
府
が
発
表
し
た
「
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
な
産
業
政
策
」
と
題
す
る
報
告
書
が
あ

る
。
こ
の
報
告
の
中
で
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、

B
R
I
C
s
の
台
頭
な
ど
国
際
経
済
の
分
業
体
制

が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
自
ら
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

資
源
効
率
と
環
境
保
全
技
術
の
提
供
者
と
明
確
に

打
ち
出
し
て
い
る
。
政
府
の
役
割
は
、環
境
分
野
に

お
け
る
技
術
革
新
を
す
す
め
輸
出
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
す
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
、す
な

わ
ち
、明
日
、世
界
市
場
で
ド
イ
ツ
企
業
が
優
位
に

立
て
る
よ
う
に
、今
日
、国
内
に
先
行
し
て
市
場
を

創
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。こ
れ
は
、リ
サ
イ
ク
ル
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
お
い
て
ド
イ
ツ
が

進
め
て
き
た
環
境
政
策
の
流
れ
そ
の
も
の
だ
。
国
内

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
先
行
整
備
し
て
、
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、「
環
境
先
進
国
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
世
界
に

打
っ
て
出
る
の
は
ド
イ
ツ
環
境
産
業
の
典
型
的
な
勝

ち
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
環
境
政
策
は
、ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
企
業
の
競
争
力
強
化
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
る

わ
け
だ
。 

世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
も
い
わ
れ
る
。
わ

が
国
の
企
業
経
営
面
で
も
環
境
や
社
会

へ
の
配
慮
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、そ
の
際
に
欧
州
で
の
「
先
駆
的
な
」
取
組
み
が

参
照
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、情
報

を
鵜
呑
み
に
す
る
の
は
問
題
だ
。
活
か
す
べ
き
所
は

先
行
者
の
経
験
と
し
て
素
直
に
学
び
つ
つ
も
、日
本

と
し
て
の
独
自
の
視
座
を
失
わ
な
い
こ
と
が
大
切

だ
ろ
う
。 

 

今 


